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一一-Abstract-一一

Field Survey and Philological Studies of Expansion and 

Diffusion of Chinese Drama and Music Inside and Outside 

the Area. (2) 

FUKUMITSU Masahiro and KA TO Toru 

Fukumitu takes charge of discusses of expansion and diffusion of Chinese Drama 

The story of White Rabbit (Baituji) is the drama of southern China (Nan xi). The plot of 

the drama is as follows. LiuZhiYllan is an orphan without father. The father of LiSanNiang 

looked LiuZhiYuan in shrine of MaWang. He favored LiuZhiYuan， and adopted him and marri吋

him to his daughter LiSanNiang. But immediately after their marriage the father and mother 

died. The elder brother annoyed them and asked LiuZhiYuan for a divorce. 

LiuZhiYuan said good-by to LiSanNiang and joined a mercenary army of a faraway cOllntry， 

TaiYuan. A daughter of the general of TaiYuan favored LiuZhiYuan. Her father granted his 

dallghter's request and they married. 

The elder brother of LiSanNiang treated lonely LiSanNiang harshly. He made his youngcr 

sister go to the well to draw water at noon and pound in a mortar at night. But after scveral 

months， she gave birth to a child of LiuZhiYuan， and named him YaoQiLang. Since her 

circllmstances were not good， she was like a female slave， so she sent her baby to LiuZhiYlle¥n 

in TaiYuan. The wife in TaiYllan also received the baby and fostered him 

After many years， her son YaoQiLang chased a white rabbit while out hllnting. He 

lInexpectedly met a women like a slave at well. She was his true mother LiSanNiang. 

YaoQiLang went home back and told his father to come to meet his true mother. In the end 

LiuZhiYuan and LiSanNiang met again. 

The story of White Rabbit (Baituji) has its roots in narrative of LiuZhiYuan， 

"Lil1ZhiYl1anZhugongdiao"， of Jin dynasty (1115-1234). The earliest version of this drama is 

“ChengHua" version of Ming dynasty. 1 collected nearly 100 versions of The story of White 

Rabbit (Baituji) of each era up to now. 

In this paper， 1 commented on variations across the versions. Every version little by litt1e 

differed in its contents. 50 1 analyzed what sort of scene constrllcts each drama. 

Chinese performing arts were also spread overseas. Kato focl1ses on the way of vocalization 

and chanting of "kanshi" (Chinese c1assic poetry) in Japan. He wrote Kanshi is "glocal" 

literature: written in "global" style， chanted in locallanguages. This rule is generally applied to 

Chenise arts. 
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I 序章

本稿は、 2012年度明治大学人文科学研究所の共同研究である「中国演劇・音楽の域内・域外にお

ける発展・伝播に|刻する現地調査と文献研究 (2)Jの研党成果論文である。研究は今回も前回同様、

中国域内における演劇の発展・伝播を福満が担当し、中間から日本にかけての域外における音楽の発

展・伝捕を加藤が担当した。

「現地調査と文献研究」というのは、現地調査と文献研究を統合させた研究を目指したものである。

現地調査と文献研究の総合的研究を追及するというのは、一つの方法論である。現地研究というのは

もちろん文化人類学の影響である。文学における文化人鏑学の影響は大きく、 T.S.EliotやJ.]oyceな

と寺の文学作品を挙げるまでもなく、二十世紀の文学思潮のーっとしても大きく位置づけられている。

“Mythological Approaches" とか “Myth Criticism" とかとも言われるのがそうでで、ある(刷I1州川川i主川川副刊川lυ九)0 i演寅如}威刷a剃リ.
古J典y民l!-J研肝究でで、も "Cambridge R町it凶u均aliぬstぬs

これら削lはまL、現在も梯々に発臆を遂げている。

中国文学の研究においては、そのような立場ものは、ほとんど見当たらない。しかし、演劇研究の

分野に限定すれば、日本では田仲一成氏の研究があるし、中国においても祭杷・憐札と消息1の関係を

論ずる研究も少しずつ出始めている。我々も、そこまで何か明確な共通した結論があるというわけで、

はない。しかし演劇・音楽の歴史を研究する以上、伝統的な文献学の方法以外に、現地制査をしなけ

れば、 IE{i{11さを絡めることができないと共通して思っている。文献だけを基にして論を練り上げて

も、研究結果が空倍、的になってしまう危険があるのである。かといって、現地調査だ、けに~Wîって文献

的・歴史的資料を無視していては、研究を現実の表面から地下深くまで掘り下げその動きを探ること

ができない。したがって、できるだけ現地へ直接行き調査と結合させながら、文献研究を行うという

ことを、二人の共通した方法として研究を行うことにした。研究対象や研究結果が類似・共通してい

ることによる共同研究ではなく、研究方法を共通にして、その方法・思想、を互いに学びあいながら研

究を進めるという共同研究であった。

前稿 11:1:1国のi寅劇・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調棄と文献1iJf究(l)Jの

結論者11の中でも、加藤は、次のように述べている。

幕末の開国後、清国と自由に行き来できるようになった後も、すでに日本の稽古事文化のーっ

となっていた清楽は、日本圏内で完結したままで、あった。

江戸期に中聞から日本に入った清楽の「九連環」という曲は、明治則になってますますお家芸・稽古

事化してしまって、広く普遍的に発展することがなかったというのである。このように惑い意味での

日本の芸事の特色とは反対に、我々の研究はより広い視野で普遍的な価値を求めて進めていとうとい

うことを、共通にするもので‘あった。
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中国演)>>IJ・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2) 

事実前回の研究でも、加藤は長崎や沖縄に何度も現地調査に行っている。また福満も「金叙記Jの

出版された福建省の建|場から、出土した広東省潮州まで、予想したルートを実際に旅してみて、その

ような移動が可能かどうかを試みた。その結果、それは今でも江西省と広東省を結ぶ主要な街道であ

ることを確認した。また広東省潮州市では出土現場まで足を運んで、その地点がこの主要な街道筋で

あることも発見した<11日目。このように、現地調査を行えば、文献調査の結果を裏付けるだけでなく、

予想した以上の成果を見つけることも少なくなかった。

前回の共同研究である「中国の演劇・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文

献研究(1)J(r明治大学人文科学研究所紀要J第70冊)の内容をまとめると次のようである。前半

で福満は、南戯「金叙記」を取り上げ、中国域内の演劇の伝播について述べた。「金銀記」が福建省

の建陽で出版されたものであること、南に輸江沿いに下り江西省の吉安で抄本となり、甫嶺山脈を越

えて最後に出土した広東省湖州市までたどり着いたことを論証した。その中で演劇の伝播の南ルート

があることを明らかにした。また後半で加藤は、清楽の中の「九連環」という曲を取り上げ、中国音

楽の中国から日本にかけての域外における発展・伝播について述べた。「九連環」という曲は、江戸

末期に長崎に伝播し、それが明治期に至るまで様々に伝承・発展した。その時代の中で、「九連環」

の曲の記譜法の変化をたどりながら、垂直伝播ともいうべき伝承の特色を様々に明らかにした。

今回の共同研究である「中国の演劇・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文

献研究 (2)Jは、次のような内容になっている。前半では、福満が新たに南戯「白兎記」の作品を

取り上げ、その流伝を跡付けようとした試みの一部である。「白兎記」の100種近い版本を収集し、

それぞれについて解説しようとしている。また中国でも日本でも普通にみることのできない江西省九

江青陽腔の「白兎記Jの油印本を完全に刻字した。最近まで上演されていた青陽腔の上演本であるの

で、学術的価値が十分にあるものと思われる。

後半では、加藤が新たに「唐音11品詞Jという文化の江戸時代から明治時代にかけても流行を取り上

げ、中国の文化が日本に滅入する際に起きる特徴について論じたものである。従来取り上げられるこ

との少なかった音楽文化の発展伝播を研究していて、これも学術的価値が十分に高いものと思われ

る。

論文は、前半の研究「南戯「白兎記」の流伝(1) Jを「前嫡域内編」とし、後半の研究「近世日

本における唐音唱詩の興隆と衰退ー中園芸能の域外伝播の一例として」を「後編域外編」とし、二つ

をまとめて掲載した。

j主

8ell.M.， 'Anthropology and/as myth in modern criticism' ， in Waugh， P.，ed.， Literary Theory and 

Criticism， (New York: Oxford University Press，2006)， pp.l19-129. 

2. Guerin，W.L.，et a1.， '7 Mythological and Archetypal Approaches'， in A Handbook 01 Critical 

Approaches to Literatzere， 4.ed.，(New York: Oxford University Press，2005)， pp182.222 

a 福満正博、加藤微， r共同研究報告J，r明治大学人文科学研究所年報:2009年度J51!号， 20111匹、

p28-30，同『明治大学人文科学研究所年報:2010年度J52号， 2012年、 p27・29，
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n.前縮、域内編

甫戯「白兎記jの流伝 ( 1 ) 

福満正|専

第一章はじめに

I1当兎記jは、商戯である。南戯 I白兎記jに関係する版本については、これまでも示してきた。

今回新しく収集したものの中には、何人かの先学から教示を受けたものもある。それらを含めて、改

めてこれを示せば、以下のようになる。ただし、これらの中のそれぞれの資料は、十分に調査が終わっ

ていないものもあれば、未見の版本もある。未見の版を見る機会ができるのかどうかわからない。と

もかしこの表の分類は暫定的なものである。

1.持宮前

. r劉生n述諸宮調J十三巻(存五巻四十二葉、中国国家図書館所蔵)

2. rYJ成化本系統

. r新編劉知速避郷白兎記』、明・成化問、『明成化説唱詞話叢刊J所収

3. 風月~1Ìl謀本系統

. r風月~1Ìl嚢J 明・嘉靖32 (1553)年、『善本戯曲叢干iJj(塞濁学生替局影印本、 1987年、以下同じ)

所収

4、汲古閑本系統

全本
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中国j寅!~IJ ・音楽の域内・域外における発展・伝描に関する現地調査と文献研究 (2 ) 

. r白兎記』汲古閤本、明・天啓問、『古本戯曲識刊初集j(上海商務印書館影印本、1954年、以下同じ)

所収

散嗣

・『旧編南九譜』明・蒋孝編、明・嘉靖28(1549)年、『善本戯曲叢刊』所収

・『増定南九宮曲目普』明・沈環、『善本戯曲叢刊J所収

. r呉め;翠雅j明・周之標、明-高暦44(1616)年、 f普本戯曲叢刊J所収

・『珊珊集』明・周之標、「善本戯曲叢干IH所収

. r詞林逸響』明・許字、明・天啓3 (1623)年、『普本戯曲披干IJ.I所収

・『南音三頼』明・凌濠初、明末原刊本、『善本戯曲識刊J所収

. r玄雪譜』明・鋤蘭忍人、明求刊本、『普本戯曲撒刊J所収

. r酔恰|育j明・背渓菰iii釣型、清初刊本、『普木戯曲披刊J所収

・「楽府逼雲編1、明末刊本、(中華書局影印本、 1973年)

. r南北詞広韻選』明末成書、清初抄本、『続修四j車全暫j(上海古籍出版社影印本、1995年、以下同じ)

所収

• r南詞新譜』明・沈自晋、 j青・ }lm治12(1655)年刊本、『普本戯曲叢干IJj所収

・『寒山堂新定九宮十三摂爾曲譜』明末・張葬宜、清抄本、『続修四庫全書』所収

・『寒山曲譜J明末・張弊宜、 j青抄本、『続修四庫全書』所収

. r九宮正始ji青・ }11質治8 (1951)年抄本、『善本戯曲叢干11.]所収

. r新定十三律京!開講.1i青・壬正祥、 j青・康照23(1684)年、 f善本戯曲叢刊J所収

. r欽定曲譜j清・康照54(1715)年、(中図書居影印本、 1990)

. r南調定律j清・康鼎59(1720)年、 n::刑事四庫全書:j所収

. r九宮大成譜』清・乾隆7(1742)年

. r綴白装.1i青・銭徳蒼、清・乾隆39(1774)年、『善本戯曲瀧刊』所収

. r納書極曲譜1i青・乾隆57-59 (1792 -1794)年、『善本戯曲叢刊』所収

. r六也曲譜J清末、張恰庵、[中国古代曲譜大全1(遼海出版社影印本、 2009年)所収

・『従我所好』清末抄木、来|爽邦、東京大学東洋文化研究所双紅堂所蔵

. r曲譜』清抄本、東京犬学東洋文化研究所双紅堂所臓

. r梨園演曲J清抄本、東京大学東洋文化研究所所蔵

. r寛裳雅奏』清末抄本、東京大学東洋文化研究所双紅堂所蔵

・「無名曲本』清米抄本、東京大学東洋文化研究所双紅堂所蔵

. r雑劇曲譜三卜五種』、『中国古代雑劇文献軟録』第12集(新難者:庖影印本、 2006年)

・『今楽府選』消求・挑拠、来見

・昆曲「白兎記j、f集成曲譜』民国・王季裂、民間13(1924)年

・昆曲「白兎記j、『昆rln大全J民国・張芽、民国14(1925)年
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-嵐山「白兎記」、『俗文学識刊.1 (中央研究院歴史語言研究所俗文拳叢刊編輯小紙編輯:新文盟出版

影印本， 2001年、以下問じ)第74冊所収

5、冨春堂本系統

全本

・『劉知遠白兎記J富春堂刊本、明末、『古本戯曲叢刊初集J所収

. r新刻出像音注増補劉智遠白兎記』暖紅室糞刻伝奇(江蘇広陵古籍刻印社影印、 1990年)

散腕

・『玉谷新時J、明・寓暦38(1610)年、『善本戯曲諜刊』所収

・『楽府珊瑚』明・秦i住墨客、明・寓暦、「善本戯曲叢刊』所収

・『詞林一枚』明・貴文率、明・寓暦問、 f善本戯曲諜刊J所収

・『群音類選J明・胡文焼、明・寓暦問、『善本戯曲叢干1J.l所収

. r楽府万象新1、明末刊本、『海タ同1本晩明戯劇選集三種.1 (上海古籍出版社、 1993年、以下同じ)所

収

. r大明天下春j、明末刊本、『海タ同1本晩明戯劇選集三種J所収

・『楽府歌舞台J、清刊本、『善本戯曲叢刊J所収

6、叱|湯本系統

1放腕

. r歌林拾%lJij~汗Ij本、『善本戯曲叢刊J 所収

. r摘~Iíl奇音.1 ry~ ・興正我、明・寓暦39 (1611)年、 f普本戯曲叢刊J所収

. r八能奏~Iìl.l明・貴文筆、明・寓暦問、『善本戯曲叢刊』所収

. r1>>&池雅調』、明末刊本、『善本戯曲叢刊J所収

. r時調青嵐』明・黄儒卿、明末刊本、『善本戯曲叢刊J所収

7、地方戯曲

全本
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-安徽省青陽腔徽州抄本「白兎記」、『青陽腔戯文三種j(民俗曲芸識書、 1999年)所収

・江西省九江背陽腔「白兎記」、 1979年股武焼油印、劉春江先生臓

19 

・湖南省湘劇高腔「白兎記」、『湖南戯曲伝統劇本j湘劇第3集(湖南省戯曲工作室『湖南戯曲伝統劇本』

第7集(湖南省戯曲研究所、 1961年本校勘重印本、 1980年、以下同じ)

-湖南省辰河高腔「大紅抱」、『湖南戯曲伝統劇本J辰河戯第5集

-四川省川劇高腔「紅袖記」、 rJII劇伝統劇本陸編J第4集(四川人民出版社、 1958年)

・江蘇省蘇州灘費「白兎記」、 r*制。前灘J第2集(蘇州市戯曲研究室、 1960年)

散嗣

・安徽省青陽腔「白兎記」、『青陽腔劇目匪編j(青陽県文化局、 1990年)

・安徽省青陽腔「麿房会J、『中園地方戯曲集成、安徽巻.1(中国戯劇出版社、 1959年)

・安徽省准劇「新編劉知連投軍白兎記」、『俗文学叢刊j第115冊

-四川省川劇『兵書剣粋房相会全本j、『俗文学識刊J第104冊

-四川省『白兎吉田、 DII劇.179集(重慶人民出版社、 1958年)未見

・四川省川劇「紅抱記J、『川劇伝統劇目選集J第l集(重慶芸術研究所、 2004年)

・断江省調腔「白兎記J、n折江伝統劇目i霊情.1 (i折江省芸術研究所、 1962年)第2~名所収

• 1;折江省哲劇高腔「白兎記」、「替劇高腔考.1(葉開元、龍渓書舎、 1981年)

・断江省替劇高腔「白兎記J(j也景深蔵本)、『槌劇高腔考j(向上)

・術江省温州南戯「換麿分娩J、『温州南戯考述j(胡雪岡、作家出版社、 2002年)

・梨園戯「劉知逮」、『泉州伝統戯曲叢書j(中国戯劇出版社、 1999年)第2巻

-福建省福州戯「劉智逮」、『俗文学識干IJJ第112冊

-福建省福州平話「磨房産子J、『俗文学識刊』第370冊

・福建省爾音「三娘汲水J、『俗文学識干Ijj第448冊

-湘劇高腔「白兎記」長沙市湘劇四団所蔵抄本、『湖南戯曲伝統劇木.1i;相劇第3集 (1961年)

・湘劇高腔「白免記」湘劇老芸人周議福抄本、『湖南戯曲伝統劇本.1 ì相劇第3~長(1961年)

-広東省潮劇「井辺会」、『広東戯曲選J(広東省感知則研究室編、 1982年)

・広東省正字戯「李三娘」抄本多種、期i守的氏蔵

・陳西眉戸「白兎記」、『陳西省伝統劇団陸編、郎雪11.1 (/決西省文化局、 1958年)第3集。

-京劇「絵図磨房産子J、情・光紺『絵図京調四集六十二種J所収、東京大学東洋文化研究所双紅堂

所蔵

-京劇「絵図小麿房」、民初『絵図京都三鹿班京翻脚本』所収、東京大学東洋文化研究所双紅堂所職

・京劇「校正京調小麿房J(上市串福記窃:局)、早稲田大学風|俊文府所職

-京劇「校正新刻由見記全本」、消末民初附r~/'I京司m全編.1 iYr収、九州大学浜文庫所蹴

・京劇「麿房産子」、 m光緒師会図三慶班三套京調脚本j 所収、大阪大学懐徳堂文ß~所蹴

・京劇「麿房産子」、「戯考.1(上海書庖影印本、 19叩年)筋2811fJ'
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-京劇「貧老送子」、北京市戯曲編i草委員会『京劇毒;編』第91集(北京出版社、 1962年)

・京劇「小磨房」、『俗文学叢刊』第309冊

-京劇「貸老送子J(故宮博物院蔵本)、『京劇伝統劇本最編J第15巻(北京出版社、 2009年)・

・史梅卒抄宝巻「白兎記」、 i青・光緒三十四年、上海図書館所蔵

-華怯芳i本抄宝巻[佐l兎記j、1915年、上海図害館所蔵

・宝巻「李三娘}~I~房J (上海惜陰書局)、早稲田大学風陵文庫所蔵、京都大人文研所蔵

・子弟告:i李三娘挑水」、『清蒙古主主主府蔵曲本j(首都圏書館編輯、北京古籍出版社影印本.1991年、

以下同じ)第309函

-子弟古「麿房産子J、『清蒙古車王府蔵曲本』第311雨

・戯劇中ili編「佐l兎記(脚本)J、「俗文学識干IjJl第347冊

• inJ北省河北四!院紋[白兎記j、『河北戯曲伝統劇本部:編Jl (河北省戯曲研究室、1960年)第2集。米見0

・安徽省岳西高腔[白兎記」、「岳西高腔涜調選注J(r南戯遺存考論』徐宏図2009、に引く)所収。

米見。

・術江省松陽高腔「白兎記」抄本、松陽県文化局蔵、 (r南戯遺存考論J徐宏図2009)にヲ|く。未見。

・西呉向腔「白兎記j抄本、江和義蔵本、 (r南戯遺存考論J徐宏図2009)にヲ|く O 来見0

・湖江省西安「白兎記J抄本、術州市文化局蔵、 (r南戯遺存考論1徐宏図2009)に号|く。未見。

-断江省候|場高腔「白兎記J抄本、東陽市整劇団蔵 (r南戯遺存考論』徐宏図2009)にヲ|く。未見。

全部合わせると百種近くある白兎記の様々な版本である。これでも全体の何分のーになのか、 JJ!:{f:

のところは見当がつかない。これらから、我々は自見記が時代に従ってどのように流伝したか、どこ

から来てと守こへ伝わって行ったかの様子がわかるはずである。白兎記をlli自にして、中国各地の刷積が

地域ごとにどのような特徴があるか、また相五にどのような関係があるかなどうかがうことができ

る。これらの中には演劇ではなく、語り物などの芸能も含まれている。したがって、語り物から演劇

までの、株々な種類の芸能の相互の関係もうかがえるかもしれない。場合によっては逆に、時代を

遡って白兎記の淵源が、或は祖型がどのようで、あったか、またどの地域で成立したのかなどの重要な

手掛かりを得ることができるかもしれない。

しかし現在は、まだその段階ではない。たとえば iVII、地方戯曲」などは、地方の戯曲だというだ

けで、ここに分類して項目を立てここに入れただけで、それが汲古関本系統なのか、それとも冨春堂

本系統なのかなどの基本的なことも検討していない。冨春堂本系統と類似するが奥なる ivr、ベこ陽本

系統」の諸本も、十分に検討されてはいなし、。そもそも7つに分けた分類すらも、実はそれだけなの

か、別にまだあるのかなどの問題もまだ十分に検討していなし、。ほとんどはただ目賭しただけで¥大

部分はまだよく検討していないのである。

このような検討は、どのようになされるべきだろうか。経験的に言えば、正しい結論を得る最も近

い道は、地道に一つ一つの資料を検討して、その結呆を集めることであろう。百種あまりの版本をす
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べで検討することはできないかもしれないが、とりあえず主要な版本については十分に検討・し、全体

の大まかな見取り図は捕かなければならない。

以上のようなことを遂行するために、白兎記の主要なそれぞれの版本をまず検討しようというのが

本稿の目的である。との場合、物語の粗筋である各場面がどのように構成されているのかを中心に見

ていくことにする。また、それぞれの版本には、間単な解説も加えた。これらの作業をまずまとめて

「白見記場面表」と呼ぴ、第2章から各版本をそれぞれ一つずつ検討していくことにする。検討する

主要な版本の順番は、特に意味はない。また例えば、 (5)の「江西省九江青陽腔『白兎記.iJなどに

ついては、重要であるが、通常見ることができない貴重な泊印の抄本である。したがって、本稿でそ

の内容を明らかにするために、抄本のすべてを刻字して本稿に掲載し、読者の便に供した。
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第二章 白兎記各版の場面表

( 1).成化本「白兎記J

成化本白兎記は、 1967年に嘉定県の宣氏の墓から13種の説唱調話と一緒に出土した。 1973年に最

初の報告がなされ、 1979年に、最初の影印本が出され人々の自に触れることができるようになった。

成化本自兎記は、場面を分けていない。南戯の帥がどのようなものであったかは疑問が残るが、とも

かく成化本の場面については、命為民氏の「明・成化本〈劉知逮還郷白見記〉校注」の場面分けと、

その名称に従った。なお、食為民氏の場面の区分のやり方や場面の命名は、後の (3)で述べるよう

に古い開明書庖排印本 (1935年)や中山大学中文系五五級明清倍奇校勘小組『白兎記.] (中華強:)司、

1959年)に拠っている。したがって、通行する新しい『六十種曲.] (中華書局、 1982年)本とは、場

面の名称が少し異なる。ともかく、食為民氏の命名による成化本「白見記Jの全場面は、以下のよう

である。

開宗

2. 訪友

3. 祭饗

4. 留羽;

5. 牧L:I~.

6. 成婚

7. 適昔:

8. 説計

9. 看瓜・分別

10. 途l興

11. 投軍

12. 巡更

13. 拷問・岳賛

14. 強逼

15. 挟磨・分娩

16. 送子

17. 見児

18. 汲水

19. 受封

20. 出猟
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21. 訴猟

22. 園田

参考文献

・越景深「明成化本南戯〈白兎記〉的新発見Jn文物.J19731f・1J羽)

・『成化説唱調話叢刊.J (文物出版社，1979年)

. r成化新編劉知連遼郷白免記.J (江蘇!資陵古籍刻印社校fili.1980年)

・食為民「明・成化本<WU知遼還郷白兎記〉校注Jcr芸術研究J12輔、 1985)

・胡竹安「広陵刻印校補本〈宰IJ知連遺郷白兎記〉校注J<r中国語文J1984年4期)

-林昭徳「広陵刻印校補本〈劉知連還~I$白兎記〉再補正J a西南師範大学学報j1986年4)切)

-臨練軍 r<劉知逮諸宮調〉与明成化く白兎記〉調語比較Jm肘|‘|師範学院学報.124巻3期、 2008年)

・高橋文治『成化本『白兎記Jの研究.1 (汲古書院、 2006年)
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・福満正博「中国近世成主的小説中の異体字研究 (5)一明・成化本『白兎記j-J (W明治大学教義論集.1499号、

2014年)

(2) .富春堂本「白兎記j

私が使ったのは『古本戯曲叢干IJj初集に収められる、北京図書:館蔵本の影印である。正式には「新

刻出像音註劉智遠白兎記。預人・敬所、謝天祐校。金陵・対渓、唐冨春a梓Jである。このほかにもl暖

紅室葉刻博奇第三種の中にも校訂本(江蘇広陵古絡事IJ印社影印、 1990年)が収められている。校訂

本といっても、必ずしもl嵯紅算本の字が正しくないことがあることが見受けられる O

富春堂本は別木 f繍安IJ演劇』六十種に含まれていたのではないかという説もあるが、ここでは取り

上げない。富春堂本の場商には、第一折の「開場jと第二十折「智速行路jのニ折以外には、特に名

称がない。しかし、安徽省の徽1+1抄本の青i場腔本は宮春堂本と内容、場面の区分から、曲辞に至るま

で類似しているものである。安徽省の徽州抄本は、後の清末に成立したものと恩われる。富春堂より

も後に成立したものであるが、各折に名称が付せられている。したがって、富春堂本の各折の名称に

は、できるだけ安徽省の徽ナ1'1抄本の名称を利用した。対応しない折については、私が適切と思、われる

名称を付けた。この場合は、私の名付けに拠ることを明らかにするために、カッコを付した。

富春堂本「白兎記jの全場面は、以下のようである。

1. 開場

2. 治酒

3. 賞春

4. 賭銭・饗願

5. 看相

6. 看馬
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7. 議婚

8. 掃地

9. 成親

10. 観花

11 逼写休書

12. 休書無功

13. 計陥

14. 別妻看瓜

15. (送水飯)

16. 瓜精出現

17. 瓜困分別

18. (王彦章反兵)

19. 招兵

20. 智遠行路

2l. (投軍)

22. (占星)

23. (擁陣)

24. (強逼)

25. (三娘掠繋)

26. 後世岳氏

27. 挨!書(1)

28. 挨磨 (2)

29. 按子(1)

30. 接子 (2)

31. (李洪信反省)

32. (劉知連提兵)

33 小相会

34. 打猟

35. 博書汲水(1)

36. 博書汲水 (2)

37. 回猟

38. 磨房相会

39. 団円
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参考文献

・「新刻出{象音注増補劉知遠白兎記J(r古本戯曲推干IJj初集、 1954年)

・程有慶「別本〈繍刻演劇〉六十種考排Ja国家図書館学干IJJZ 2期、 1993年)

・福満正博「安徽省青陽腔〈白兎記〉与富春堂本、〈風月 S~l漢〉本〈白兎記>J m践曲研究j87精、 2013年)

(3) .汲古闇本「白兎記J

汲古関本『白兎記Jというのは、江蘇常熱の毛晋の汲古聞によって出版されたものである。毛晋の

生卒年から考えて、明末・清初という以外、正確な出版年は分かっていない。この汲古閣の白兎記は、

現在は『六十種曲j(中華書局、 1982年)の中に含まれていて、比較的容易に見ることができる。し

かし『六十種曲Jの通称で知られる汲古岡本も、実はそれほど簡単な版ではない。

『六十種曲』自体、もともとは汲古閣により『繍刻演劇十本Jの名で、ー套十種の戯曲を集め、順

番に第一套から第六套まで出版され、六十種に達したものである。それぞれの套の初めには封面と序

文に当たる「弁語」と扉頁とが付けられた。この初印本は数多くは出版されなかったようで、その後

度々重印・重刻が行われた。しかしこの重印・重刻本は、初印本と異なる。一番大きな点は、作品の

編次が異なる点である。たとえば初印本では「琵琶記」が最初の作品であるが、重刻本では「控珠記」

が初めである。また、問題の白兎記は初印本では第六套の始め、つまり第51番目の作品であるが、重

刻本では第57番目に移動している。通常我々が図書館で見かける唐本は、この重印・重刻本である。

重刻が重ねられる過程では、前t錯が酷くなっていくのが普通である。私が見た国会図書館所臓の

『六十種曲j(清・道光二五年、「同徳堂蔵版J)の場合は、枇錯として次のようなものが見られた。

0上巻第五頁、六頁、四十三頁、四十四頁の表・喪の下半分が、全く別の作品の文章とつなげ

である。

O下巻の四十七買と四十八頁が、前後の!II~番が逆に綴じられている。

重刻本は清朝の活字で刻字されていて、なかなか読みにくい版である。しかし、大まかに私の見た範

囲でいえば、初印本も重刻本も毎半葉9行、毎行 19字という点では全く同じである。従って靴錯は、

落丁・残欠・顛倒などの範囲を出ず、内容の変更に到るような大きなものではないと思われる。

1935年に、最初に上海開明書・屈で『六十種曲J が排印本として出版された時も、~は汲古閣の初

印本に拠ったのではなくではなく、その後に刻された重刻本によって出版された。したがって、作品

の配列も初印本のものとは異なっていた。「胡墨林断句、葉聖陶・徐調字校訂」と記されている。明

墨林氏が、句読点を付け、業盟陶氏と徐調竿氏が校訂をしたというので、その底本は重安IJ本で、あった

のである。明末・滑初の汲古聞出版の『繍刻演劇J初印本を、六十種全部揃ってみることは、当時まっ

たく不可能なことで、あったのである。

汲古閣の初印本を探索することはそれほど容易なことで・はなかったらしく、一冊ずつ初印本を見つ

けていく作業は、その後長い時聞が費やされたらしい。/J日明世:屈の出版から20年ほど経た1955年に
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北京文学古籍刊行杜から f六十種曲』が出版される。これが、ほほネ9J ~n本に拠って校訂された、最初

の『六十種曲Jである。当時初印本の多くは蔵書家や図告:館によって所蔵されていたようである。初

印版の蔵書の状況は、呉l路鈴氏 (1990)によれば、体'1背華39種、呉暁鈴27種、鄭振鐸18種、北京大

学図古:館(馬隅卿旧蔵)14種、北平図書館10種、 Hoffman(ドイツ)10種、鄭審4種、越景深3種、賀

昌1洋2種、呉梅l種、開明書脂図書館l種で、あったようである。

さて問題の白兎記は、『古本戯曲叢刊J初集に収められている「長楽鄭氏蔵J本の影印によって見

ることができる。「長楽典1¥氏蹴」とは、英1¥振鐸の所蔵本の影印である。これが本当に初印本であるか

どうかは、我々は確認のしょうがない。しかし日本の宮内庁書陵部に所蔵される『伝奇四十種Jは、

明末日i初の『繍刻演劇』の初印本を合む唐本とされている(長浮規矩也、 1982)。その中にある「白

兎記Jは、私の調査では初印本とされる『古本戯曲叢干IU初集に収められる鄭振鐸所蔵本と、全く同

じであった。

また伴俊典 (2010)によれば、東京大学総合図書館蔵本の『六十種曲』は f(初印の)本来の回目

を最も残すものJとされている。事実、この本には「白兎記Jを第六糞の一番初めの編次とする本来

の封面を残している。この東京大学総合図書館蔵木も、 f古木戯曲叢干IjJl初集に収められる興1¥振鐸所

蔵本と、内容がほぼ同じであった。異なるのは、下巻四十七貰と四十八頁が、東大総合図書館本では

前後逆に誤っている点だ、けで、あった。

さて怖惜華の『明代戯曲全日Jに、 n六十種曲』の原刻・初印版は、各作品の前に多く扇iHがあり、

版式・行款・年体はとても精密で、整っていて、ページの数字にも間違いがないJ(535貰)と称され

ている。初印ヨfï:は、完全で、あったというのである O しかし、初印本ですら、必ずしもそのように II~ し

かったわけで、はないと思われる。少なくとも白見記の初印本である汲古閑本の場合は、そうではな

い。細かなことは別にして、一番大きな問題は、目録と実際の作品内容との不一致があることである。

それは次の三点である。

l 上巻の目録で、第十二帥「看瓜」と第十三帥「分別Jは、分けて書いてある。しかし実際

の作品中では第十三酬の表示がない。つまり第十二帥と第十三帥が一緒になっているのであ

る。

2.下巻の日銀にある第十五帥「受封J(実際に作品中には誤って『第十六腕Jと表記しである)

と、第十六帥「汲水J(実際に作品中には誤って『第十七帥Jと表記しである)とが、実際の

作品中にはJII~番を前後逆にしでおいである。

3.下巻の目録の最後の部分に、第十七例「訴猟j、第卜八嗣「私会」、第十九嗣「岡田Jの三

献lが並んでいる。しかし、実際の作品の最後の部分は四嗣存在していて、第十七腕 f(不明)J、

第十八帥 f(不明)J、第十九帥「私会J、第三十帥「岡田jとなっている。

呉暁鈴 (1990)は、排印本の『六十種曲』に次の三種を挙げている 0

・f六十種曲』開明書庖、 1935年

・『六十種曲』文学古籍刊行社、 1955年
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. r六十種曲』中華番周、 1982年

それぞれに「白兎記」が、含まれている。これに加えて「自兎記Jでは、程、は次の本を加える。

・7惇奇十三種j中山大学中文系五十五級明清博奇校勘小組整理、中華書局、 1959年

「白見記」の排印本は、全部で4種数えることができる。 4種の排印本が、上記の三つの問題について

どのように処理しているかを示すと、以下のようである。

第1の問題について、開明書:庖本・中山大学本ではそのまま第十二帥「看瓜・分別|として、その

ままにしである。これに対して文学古籍刊行社本・中華書局本では、途中で分けて第十三帥「看瓜」

と第十三嗣「分別」を作り出している。

第2の問題については、どの排印本も実際の作品の順番によって第十五腕「給水」と、第十六帥「受

封」に改めている。

第3の問題の不明である第十七嗣と第十八嗣をどのように名付けるかは、排印本によって異なって

いる。開明書庖本では第三十九嗣「口口J、第三十帥「訴猟Jとする。文学古籍刊行社本・中華書局

本では第三十帥「訴猟」、第三十一嗣「憶母jとする。中山大学本では第二十九帥「出猟l、第三十帥

「訴猟」となっている。

以上大まかに述べたように、初印本である汲古閤本にも、さまざまな問題が含まれている。そして

それに対する対応も、 4種の排印本によって、それぞれに異なっている。しかしとりあえず比較のた

めに、汲古閑初印本「白兎記」の場面を、現在最も通行する中華書局本『六十種曲j(1982年)の区

分けと名称に従ってそれを記す。

汲古閤本「白兎記jの全場聞は、以下のようである。

1. 開宗

2. 訪友

3. 報社

4. 祭饗

5. 留荘

6. 牧牛

7. 成婚

8. i静春

9. 保護

10. 逼書

1 1. 説計

1 2. 看瓜

1 3. 分別

1 4. 途嘆
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1 5. 投軍

1 6. 強逼

17. 巡更

18. 拷問

19. 挨麿

2 O. 分娩

2l. 岳賛

22. 送子

23. 求乳

24. 見児

25. 冠反

26. 討賊

27. 凱回

28. 汲水

29. 受封

3 O. 訴猟

3l. 憶母

32. 私会

33. 囲回

参考文献

. I白兎記JU古本戯曲叢刊J初集、 1954年)

. w六十槌曲~ (開明骨居、 1935年)

・『六十種ilIU(文学古籍出版社、 1955年)

・中山大学中文系五五級明滑伝奇校勘小組『白兎記j(中華害局、 1959年)

・『六十種山.1 (中筆書局、 1982年)

・俳|昔都『明代伝奇全日j(人民文学出版社、 1952年)

・将星燈「く六十種曲評注〉序一六十種曲的編刻与流伝Ja六十種曲評注』第一巻.吉林人民出版社、2001年)

・則廃鈴「く六十種曲〉校点者的自白J(W華北学刊J第一期、 1990年)

・徐扶明「毛晋与く六十極的:>J (W中国文学研究j1987年2期)

-長j事規矩山「伝奇四十種考JU長津規矩也著作集J第一巻所収、 1982年)

. f!~俊典 n六十種曲J の日本における所蔵と流通についてJ (r中国文学研究』早稲田大学36、2010年)

・福満正博「汲古閑本自兎記の、曲牌ごとの曲辞異文の所在日録J(W明治大学教養論集j472号、 2011年)
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(4).徽州抄本「自兎記J

福満 (2013)において、「安微省青陽腔白兎記」と述べた本のことである。つまり『青陽腔戯文三種j

(1999)に収められた白兎記である。名称を「安徽省の背|場腔白兎記」から徽州抄本「白兎記jに変

更したのは、安徽省の背陽腔に由来する白兎記の抄本が、必ずしも一種で、はないと分かったからであ

る。それで、、由来する地域に応じて「徽州抄本jど、より細かな地名にした。

徽州抄本「白兎記jの原本について、夜、は現在その所在について調査中である。しかし、その由来

については、以下のような複数の明らかな証言があり、確かなことと，思われる。

班友書氏は、次のように述べる。

1986年の冬、私は安徽省の徽劇劇団の資料窒で、岳西地方の高腔の残存する劇の目録を調査

していた。その中で不意に徽劇劇団の抄本を発見した。〈水雲亭〉と命名きれていた。扉面に

は「雲亭相会jと題してあり、右端に小さな字で「同治八年王右生蔵本」と、注が書:いである。

弓均寧氏の話によれば、 1950年代に院南(安徽省の長江より南の地域)地方から筆写してきた

ものとのこと。所蔵者の王右生さんは、高腔も上演していたが、 1~&劇や日連戯も上演し、後に

は鉱県(長陵郷)長標村の勧普劇団の劇団主となり、人民共和国の建国後も続けて劇団を連れ

て上演を続けていたとのことだ。「従〈高文挙〉戯文談及院南抄本く水雲亭〉的発見J(r古劇青

陽腔Jl)

また、班友書氏は次のようにも述べている。

く水雲亭〉劇は、 1957年徽劇団が院南地域で上演活動をしているときに、抄録したものだ。

抄録した人は、扉面の右側に「公元一九五七年抄ms画堂同治八年由王右生峨本Jと一行小字で

注を書き加えている。これは、原本が問治年聞の部画堂に収蔵されていて、後に王右生の所蔵

されたことを示している。部画(悲)堂という名称に至っては、これが人名なのか堂の名前な

のか断定しがたいところがある。しかし昔民間では保存しなければならない貴重な文物に「堂」

の名前を付けることが流行していた。だからこれは部さんの家の堂の名前だ、っただろうと思わ

れる。長い間突通の不便な院南の山阿部に保存されて、)刻名も異なっていたのでなかなか発見

されなかったと思われる。その上、徽劇団はこのような古い劇に詳しくなく、とても重要な発

見をしたといっても、資料室に三十年も放置されていたということは、とても残念なことだ。「古

劇く高文挙〉民間演出本〈水雲亭〉的新発現及其意義J(r古}~U青陽腔j 同)

また{紋劇団に参加していて、後に『青陽腔戯文三倒を出した弓均寧氏は、次のように述べている。

1957年の春と克の変わり目のころに、{制。1・|の山間を調査して、背|場)控(徽油雅調)のm代の

抄本5l重を得た。『泣魂記.1r荊叙記jr白兎記jr投筆記Jr呂蒙正』である。このほかに『梁武帝』
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『精忠記.1r主世記.1r西遊記.1r紫竹林.1r勧替記.1r罰悪記.1r解司記』など13種があった。しかし、

文化大革命の途中に、『荊銀記Jなど多くが散逸した。『呂蒙lE.Iは「看女」ー帥、『投筆記』は「班

超脱靴jー舶が残っただけであった。目連戯も『勧普記.1r罰悪記.1r解司記Jの三本が残った

だけであった。「青陽腔戯文三種鈎沈J(r古腔新論.1)

以上から見るに、徽州抄本「白兎記Jは、 1957年に安静止省の徽劇劇団によって発見抄録された、

王者生の蔵する郁画堂の清朝抄本が原本であるらしい。実際に読んでみると、富春堂本に類似する部

分が多い。しかし、直接抄録したのではな《、芸人などの手を経て、上演用に改編されたものである

ことがわかる。とれが、文化大各掌命の嵐を乗り越えて1986年に再度発見されたのである。

徽州抄本「白兎記」の全場面は、以下のようである。

|羽場

2. j古j酉

3. 賀春

4. 賭銭

5. 務願

6. 肴相

7. 看馬

8. 議婚

9. 持}地

10. 成親

11. 観花

12. 上荘

13. 逼写休書

14. 計陥

15. 別委看瓜

16. 瓜精出現

17. 瓜岡分別

18. 招兵

19. 点将交戦

20. 後費岳氏

21. 挨磨

22. 接子

23. 嘆雪
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24. 小相会

25. 打猟

26. 博書汲水

27. 回猟

28. 磨房相会

29. 団円

参考文献

-弓均寧『青陽腔戯文三1副(財団法人施合興~民俗文化基金会、 1999年)

・班友香『古劇青陽腔.1(安徽文芸出版社、 2002年)

・安徽省芸術研究所『古腔新論.1(安徽文芸出版社、 1994年)
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-福満正博「安徽省青陽腔く白兎記〉与冨春堂本、く風月錦嚢〉本く白兎記:>J (中国戯曲研究所、 ~J銭曲研究j

87号、 2013年)

(5).江西省九江青陽腔「自兎記」

青陽腔とほぼ意味を同じくする「高腔」の名は、中国各地の地方戯の中に残存している。しかし私

の現地への調査では、現在の安徽省青陽県には、ほぼその伝承も遺構も見ることはできなかった。こ

こで江西省に位置する[九江J市の「九江Jという名を、 n年陽腔jに冠するのは奇異な!酪じを持っ

かもしれない。実は、背|場腔は近代になって、ほとんど絶えたと考えられていたようである。しかし、

これがまだ江西省の九江あたりに残存していることを報告したのは、最初に報告したのは流沙

(1957)である。流沙氏は、江西省戯曲研究所の所属で・あった。

現在では、九江学院の劉春江氏なとさが九江一帯の青陽腔の翻査保護に携っている。劉春江 (2008)

によれば、 50年代に一度調査が行われたらしい。しかしその資料も、文革時に失われたらしい。文革

が終息した80年代に再度調査が行われた。劉春江氏の私への私信によれば、九江背陽腔「白兎記jは、

やはり 1980年代に現地を調査している|療に、油印抄本の著者!投武燥氏から手ずから譲り受けたもの

だそうである。また、股武娩氏は、非物質文化遺産の第二批聞家級代表伝承人なのだそうだ。段武燥

氏は、 1932年江西省湖口県付櫛郷殿山村に生まれ、農民である。私塾に5年通ったという学腔である。

十歳の頃から、呉江龍という先生に背|場腔を学んだそうである。氏はほかに十数種の劇目を椀ずるこ

とができるそうである。これに閲する簡単な別の説明を、福満 (2012年)に記しておいたので、そ

こも参照されたい。

私は2010年に、ある機会があり、劉春江氏からiUI印抄本である江西省九江背陽腔「白鬼記」の影

印を提供してもらった。)投武峡氏の江西省九江背陥!控本 I佐!兎記jの全場面は、以下のようである。

1. 登場
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2. 賭銭

3. 完願

4. 盗期

5. 帯帰

6. 収馬

7. 掃地

8. 玩花

9. 過イ木

10. 露(看)瓜

11. 相I:i:[i¥

12. 瓜因別

13. 王彦J権

14. 投軍

15. 催主r1.
16. 交戦

17. 鶏包山

18. 間営

19. 扶磨

20. 滋子

21. 下旨

22. 回朝

23. /:I:HJit 

24. H見雪

25. ヂ1:辺遇

26. 回語:

27. 謄房会

28. 算帳

29. 団円

この油印抄本の江西省九江青陽腔「白兎記」は、現在は中国でも日本でも容易に見ることのできな

い貴重な資本|である。私が持っているのは、先に述べたように、現物を所蔵している九江学院の劉春

江教授に、諮ってもらった複印である。福満 (2012，2013， 2013， 2011)で、それを少しずつ刻字

してきたが、それも過ちが少なくなかった。それで今回、この資料集に、再校訂した全文を最初から

最後までまとめて載せて、読者の便に供したい。そしてこれで、江西省九江青陽腔「白兎記Jの刻字

の、最終完成稿としたい。
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・流沙「従江西都昌、湖口i問腔肴明代的'jlJ'1場l控J(r戯曲研究j1957年第4期)
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江西省九江青陽腔「白兎記J

一出笠rc坊〉

[iT:生、刊]

生:[1'.， i:) 1] 平生忠司1 !I:tlll寛，不立l育~万皿。[I'1]少作'説明不遇吋， )UI .• J腰ド侃117.色，出)L.I/.忠安

犬ド，必判T牢:量IU.苛。小生，家作徐州柿よ!.沙陀村人氏姓刈名高子志i通，不幸.父母土手夜流精江湖，

i本也不抑制表，今円犬'l.A青利，不免特烹酒楼，一行一i竹二二II1.，剣士|村間五家，楼台六七l必，

八九十枚花。米此己是，酒家19J~且?

羽.:[.1-.]米多有多，付敵仲，干敵手。原米;足ノト日府内公。

生:扮衣公。

H:不仙，是小掛衣公。羽|公消地，ホ11公敢是米吃酒7

~IミiT:足。扱酒名卜.米。

下1.:制荷緑，竹口l'背，状Jlj紅。

~J.:.:令状兄紅米。

ll.:ば;t':i之人，胃:的是状兄紅。伏も|・令状兄紅米。キ11公，特我敬一杯。

~Iミ z 有灯。[介]多少酒銭?

刊憐!~RI 。

~E: 我i本有 ~h憐促[-，笠作:流水中氏卜.面， ド次述米吃酒。

H: ~的。

生t 消水凶蚊;)k;。

刊:寄{f.我w家。

生t 迩炊」杯酒。

刊..中11公判t可酔?

生z 況酔如~~μ~o

fI.:少送了。

生:少附了。

[ド]
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[小生、付、 TE生]

ノj、t 犬出対，精〉丸巳恨。

付z賭博坊"ドl我二人。

イ小、、: 我I乃n下.早
付:我}j}lliii川耳。

ニIti 賄餓

[全 I~IJ 今円犬代晴利，不先物賄銭招)同!iιh起，大賭ー r買，小賂五百文。

生[上]一生生米好賄憐，疏q(}.銭米也杭然，ニイな大司作:此倣什仏?

小、付:布此要銭。

生匡枠要法?

小、付:看招牌。

生:大賭三十貫，小賄利:向.丈。

小、付zキ|卜公，大賄迩是小賄?

生:小賭一場。作我好ド~米。 II~我的決，二伶ド峰。

小、付z我j本早ー巾域，旬・人五内.ー把訓。

生z胤)，J大隈対。

小、付zホ11公何不大照一幼?

生z 米関常利手I~米。

小、付z 体~帯利也是fl~ ，身".第的也足早I~ 。

生z衣l隅也針:qU利?

小、付z 抑:御幸I~ 。

生z利|公与体大賭一坊。 f.1我脱特ド米。

35 

付:中EI公，我交道，体育北会".要憐。」歩抜JL疏了樹木的憐，元itF喪服。愉了占皆Wi小枕失，輸了呑

火山li小桐堂，到了手。

生z脱ド米不賭。

付 {g~え不賄?

生z我迩米関功子，体机世1:到了子。

小、付:我是世j:衣服袖f恋了手。

生:是培士事現。

小、付z 重;研逝決。 II~，我的3k，キ"公ド峰。
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生:有什1.，ド!些?衣相一半，域一把事R。

小zホ11公倣丙把弧。

生zホ11公有:的一瓢l到。

付:体I\t~ 了， I皮，五 f一色。

生:二位大可ii5問。

小、付・1 倣什夕、?

生:一r~桟体余去，衣l附把迩我。

付~1X到体的。方オi井rl了，育党会卜会要銭，充ドF要服。 0.:dJ按)L疏了議iîT的戦，元i4ニ吏・頼。愉了:%;襲

州li↑枕~，輸了脊火Wi小河賞。 11良，体小二:;Jt減水。 II~，休小双州朝IIH 。

ノト z 仇 ~I定，他不|由利賄銭。

1::ぷ是不要緊。特我終至Ib下肺'1'一行。行行出出，出I-H行行，米此己是，ね我i韮去。神史千トー卜.，弟

子科宜)J~敬。云泣有宅，作我題i守一首。 ViÝ玩江湖有数秋，かし波浪皿市続失。五:仰貴人米払1披，抗

女11平歩1'.悩洲。刈高題。那周散慮、的米了，作我JiliJIi繰越一則。

[ド]

」l村完 慮

[タト、 伸、 生]

ゆ:[ IJ村地恐紡蛾tl!立命，愛情削船少用灯。我)'J1b干.而老i草:是失。今月二六九日，恐有施J::IIU'米，

tl:此伏イ丈。

タ卜:[.1'.]方了火JL事，前米niJ神東。

ゆ:品タ卜，到了，融分l'描鼓。

タ卜:frll呆作 1'.，弟円l可。[吹介〕

i11: 民タ卜，灯地克明， X是一年宵氏，i百卒日常吃茶。

タ卜本早有i与句ー甘，特我石-米，vY-f玩江湖有数秋，川波浪里市桜f3た，品判貴人米自1{披，抗如平歩.1:蹴

洲。此人女f大的口句。

内 i青貝外吃茶。

タ卜t 米了。

[卜]



中国i寅場IJ・音楽の域内・域外における発展・伝掃に関する現地調盗と文献研究 (2) 

州出盗殉

生:[.1:]一円不魯韮餐地悠悠。此前有一制殉， t-~:我雌去。右辺， i股思的米了。

η't: tt弟，殿 1'.有一制絢，休可L¥1l:扮?

内:未開牧扮。

iTt:体法以{-，民タ卜余米1放l思的柄拘，制t均何盗去?

生z是我余米散康的。

ゆ:仇t可叫制限，制t是判:等生米↑技思的?

生z桝定了。

汀t: 悦定了。

生z鵡，我刈商問府品:有好交1:，大叫一声。[叫介]

冷:埠熟殉他也叫仰向。体叫仰向，我也日片付向。

生z佑t就叫米。

f1t: X島我者i草口市it:有M.史上，大叫一戸， x当相以、消名子。叫不JiY.，招打。[打介]

タト:[.1:]休二人方何附岡?

iTt: 貝タ卜有所不知，弥傘:米的柄拘他盗~)，J去了。

タ卜:他:余米的也;足体的，我余米的也;足弥的。

iTt:貝タ卜，他是体家何人?

タ卜z是我家タ卜甥。

iTt: 似i.t~民タ卜太元知，情ノトタ卜甥盗制消。省不右・山下.宇r~f面，我hOt~宵称。

タ卜:宵我何米?

汀t: 均体i本省机決。

タト:者施主。

生:有)J民タ卜大救。

タ卜z体培以下，家住卿且，姓甚名地?

生z家住徐1-'‘1，r市民・人民，姓文IJ名町守志~o

タ卜z前面博句，可是体越的?

生 )'J是小人極的。

タ卜1'1何一舟部榔?

生z只!大1M賄身労。

タ卜z ド次不可，体可不特訓我家一行?

37 



38 

生:戸~水制|逢. {!ff.M打抗。

タ卜:辿也元|的。我今1冬休米1Jt抜。

生:免的一身務元出。

タ卜:随我米。

[ド]

火:[1-.]貝タ卜去散j、L心，米m特同科

タト:[.1:]. 生:[.1:] 

タ卜放l出特阿川心'1'多え欠胃..とか散一則。

火t 民タ卜|河米了。

タ卜:同米了。

火:民タ卜今年i放凪如何。

タ卜:今年i投p.u灯~虫丸明，メ是一年吉氏。

火: 出タ卜方何i主笥・1欠悦?

合司仲l 帯IJヨ

タ卜:北我j本土手1欠悦。|大|我冶:.'b下J市 11' .!1t!.一政[.生仰美貌堂堂。是我帯~(J米了。

火:ノラ{IJ郷里?

タ卜:fI:rJタ卜。

火:何不消米相.!1t!.?

タ卜:有消刈大司。

4j1.:口口口口

生[.1-.]民タ卜i主是何人?

タ卜:是我安人。

生:安人法府有礼。

火z嬰了。何抑制;午?

~:未凶。

火:町並茶慨。

生:協tu安人。

火:民タ卜帯他同米， !J!1j芭・?
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中国演劇・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調奈と文献研究 (2) 

タ卜:我者此人円日必有虫f赴，二弟能訓中IIY:去，拡?他:cl堂~!M君・ー相。~:有<<f赴，陶{f.身地。洪併倣一精子。

品:元企f従，一餐午仮打投{也阿去。

火:此Ht1M.

タト:有i百二員外:cl賞。

争:有清二三貝タト:cl堂。

米:[.1:]兄弟分肘有数午， ~.存J当米到阿世前，兄~込・廟有札。

タ卜、六:)事用(?)i古坐。

?¥ミ:特坐。兄t乏今午完慮如何?

タ卜:灯畑、克明、又是一年六庇[笑介Jo

?¥<:兄長方何j本等膏ーメ大?

タト:非我誌等宮ー悦。我ィ〈ト)b下町IIIJ.¥!.一以 f、生利美貌堂堂、|大|此把他;帯米了。

.:>K:那人姓誌名世?

タ卜:姓刈名高字志通。村消賢弟~!M右ーーキ11 。 ι-元!H赴、-~発午仮打没阿士o

?k:今夜明盟?

タ卜{+.)百堂、有i青刈大可。

争:有清刈大可。

生:[1:]員外培是何人?

タ卜 )j是我斗弟。

生:二民タ卜i主周有礼。

米:要了。特斉里町面。

生:謝ji二三民タ卜。

タ卜弟要具:者。

米:[笑介]

タ卜:三弟方何没笑?

?\<:我右・此人免行虎歩，必有好位。)，J~再兄弟。第一貴・'俗的米。

タ卜:不知他的)J量如何?

末:武他)J量倒也不メ柱。我家ー紅髭侠ly定{f.I:i卜北肉卜.，数午元人111(服。命他前去牧米。

タト:此il"tHfo

末:有i青刈大司・。

生:民タト何事?

末:鞭鞘(鋼)一事休可熟恐。
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生:略知一二。

?k:兄民有一紅京(泉)侠'1定作lH卜北肉，数年克人1&服。命体前去牧米。

生:民タ卜我只牧，b，不者'b。

米:只要休11~C'1，不要伯:右'，'b。

生:要各挽干ー刷。

〉141挽干作此。牧服砕掴，英伸労。

タ卜:今日不可叫刈高。

火:J」:迩牧仰此，1!f寺。

生:化作紅全力ー早i向。

pk:娘娘ii!1奇当日田，怖く我特至口幼一行。

[卜]

六:'1-¥ 1&'1 

生:白幼生米志代高，全住武芝返英;~o ~:述牧千!』此。11特，方 ln~i市昌一文IJ高。俺文IJj町，頒了民タ卜命， 1&

服紅~;~侠 '1 ，. 1S我特雫向披一望。此11J1J:足宵ft笹川、L.f.)我N下方兆。 '1，我刈高円町五:有IJ.{交[，

大nq一戸 (11国介)(，'卯q)牧， b敢仲労，持我喜世 IHT"ili-~、l 。

水、夕卜:[1-.] 

;k:刈丙美少年。

タ卜:谷貌兵JI，~羨。

;k:万11ノト~白眼山虹了、|決刈布陣!米。

タ卜[全]刈大司隅米。

生:何人盗'1米?s阿，原米;足民タ卜到了。

タ卜、?k:[今:J格"1牧了。

生:矧命、 'b米。

?k:此人立f)J量。要想、什会、好主意、特イ也陶ド。

タ卜:多托他問地付。

?k:一北村岡之人。

タ卜:多把~Rf勾他倣丈・主~。

?k:二jドヲ:尖之人。



中国演劇・音楽の域内・域外における発展・伝織に関する現地調査と文献研究 (2) 

タ卜z那元il可問。

?k:可惜也可惜。

タト:可惜什~， ? 

末:可↑昔我右二*~界~\J有j，{)し。

タ卜:依休之見、浩道特j，{)L昨円。与他。

木if.是。

タ卜:恐倒娘娘不肯。

末:那我有十主恵。

タ卜:有何主志?

木:我二人偲意)斯打起米、娘却U'J是賢徳之人、必定前米以Jff'1(、七件米叶・去、 i井主IJi本↑人会長，'，米了。

タ卜z此il-呈1;，[、武武者。

米:兄tた可作家1:1:1。

タ卜:三弟来了。地米i青坐。

末:謝坐。

タ卜.-三弟到米何事?

木:3句秋娘之事。

タ卜:要等洪イ古同米。

?k:他一午.不同。

タ卜 )IJt要等一年。

?k:他十午.不同。

タト:也要等十年。

末:那就等不利。

タ卜:等不何也要等。

末:我就打死注者不死的。

火:UJ体二人方何)所li可。

末:人到仇:家米茶也没有一杯。

犬:那我余米。

未 i吉岡。不是i本ノト主主。

夫:什仏茶?

米:花句t茶。

火， -三叔，我家)乙児嶋ム・嫁IWII有花lot茶。
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?k:那我与二係虫;倣媒。

火z嚇一家?

?k:前村刈家。

火z叫何名字。

米:姓刈名高守志i孟。

火z 英~1~jiJt是我家牧}b的刈高。

?k:駅長ta

火z那我執不肯。

タト:我山不肯。

?k:娘北u不肯倒也嬰了。体也不肯。我~Jt打死体i本小人。お不死的。

火:二叔不要如此。老身允了就是。

タ卜:我不|備制(，我是多久就允了。

火:体二人打{火弄琵也，昇我i本小好迫家，迩有一事。員我jじ〈由不)仰允了，不知火jし志ド如何。

米:我兄有小;ii意。

タ卜、火t 有何1::意。

?k:命刈i可阿世揺而(刻〉相地。口(姑〉ム・必定口面面腕、肯与不肯{t.J'玲口肉。

タ卜、火z 此 ~I'甚好。

?k:有情刈大司。

生貝タ卜何事?

?k:兄民明円貴存|出1'1，我トli打相阿世。煩仇t方我迎手~。

生z那j坑不敢。有事弟f服共幻。要各相帝一刷。

?k:ナl帝4十:此。明円兄長貴存"白川。

タ卜z煩休打制地峡坐。

:A:阿常元-v午閑人逃。

生z民タ卜安人只恐市内有佳人。

末、タト M令市内有佳人。

タ卜2 清E王町田~:')'完言。

卜
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中国i寅IJIJ・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2) 

七出 l.'H也

生:[.1-.]白恨生米悔不オ、衣杉11Y.i楼H1Ji杯。~前相i也人位脱、只方附伐到此米。卯人刈高。領了貝

タ卜之命、1T1.'-l阿世。不!k前去走走。iI:是“犬1:神仙刷、人ffij宰相|家。必要真市貴、除ヰド帝主家。"

米此己是両賞我者間壁古而， f貝是顛倒乱件。想是貝タ卜武我オ学。 f.¥"我牧米打判， fAfk再持。

f口口口口口]

生:俺只%岡常空寂，閑人到此稀。|大|芯的~J完全性平氏，初、到先~;IH~n封出， I大|此1-.i!A<汚)tlJ了附前地，

特我ド帝経折。口口友金も起。[I'I ]我看友金太重， fS我特水柄判，内面有人情了。

~: [内]i育了倣什ゑ?

生:{i行水一盆， {'汗il.t一小。

占z花缶L有71<，架J'，有品"自家去余不要慌杯我的紅白。

生:那我知到。[唱]ねー我先物水柄，町村次生，也免千u双生も起，将人m~剣道j ，我也釧思知。特身什l

踏平歩l也，担地堂前有iili知，有地知。

!"l: [唱]往常m友金満地，かしI吹起姫衣，今円早.人米1CI地，令:不見半JJi友金。

『ι 小企H寸~珪。

1 i，: [唱]非我寸111蓮行米元日京述。 i式右那人仇帝，入品高t，j・。キ11他不足卜流之JI1。

市:小如体辺那人不是ド流之半， I肝我γ提迫・米。[唱JIJf n .(f.~北京地牧 'b ， 今円メ作:我I而常lÌu米1-11由。

武者那人h元所依，h元所依。

川皮此 γ尖，休笑江主~J :r; ，よ.1; 111有官家。前人削~与JL~T。日-人不守主F困 <tU 先。拡有家財

T力.買，不修賭博士ゐ1/1定一辿，定一迎。'('(~.都只 t.JHm荷{頃家，オ弄判-h狼~Y!.

[臼]了失我柊那人灯有一比。

占2 好比何ヨ~。

旦[唱]那人好比大鵬之111 ， Li午-不~. 也 1'，九宵。二年不JlI~. nl~ !JjJJ似人。 Y失体也去釧思矢11。大JVJCj

米展~I'米題。九力肌tj桝終有期，終有則。

生[唱]深淵大公美怠，中|時掛手則。〔十t阿介]

生:[唱]:!t只望月眼中11右，)U北知経峨先制。 l!'rn {.tr我iV偽&t&'b，今日比命J畑町堂前米村地。[t'I ] JI~ ， 

我想、看・功相地，白是我刈i町所3旬。柑我弁帝而去。

占:[内(IJI咳咳，仇;.1本以 f吃了人家坂，穿了人家衣.iIIlj不十t.地不1" jf悦什ゑ弁'i1十両士。此赴任4

有小孝良タ卜，牧附与制(。精道前面述有ノト民タ卜停11ヲ体不成。見迫任n定尽犬i佳路， ;三不j岨吋，到!lI:

メ住， jjlJ~x能。 怖く述要jfl付〈制)煩。

生:倒是n {，反被小入所恰。
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I片:メ並道<i}:剛祥晴u不!品。

生[唱]1戦，J;.f-小人羽詰尽犬世略。逗不通Il{jj以上治，想月初')):市俣未jfC遇)，問受人時ド凌i浮。到日

米弁楚旧以州市11笠台。 M威川 !I~戚)メl~l1 fJ~比。自恨我身杯色IJ~，杯倒~，ケf.円五:制施方，決不妓一

斉;下.独資。我山士宮>>1)思、知。!校ftオf書記l、がft内， 1(J会云 lコ刷、J， .J-.犬則。

市、 11.: [内(1 ] 1咳l咳， 'IfJ(法政[-，相地不帯H民間，判作人家房fl日米了。

生:少Il'J州知他家有一↑紅梅犯ii，英ヰiMj比是地。紅梅般的1人j本周有礼。

市:我是yt!，不利礼的。

生:体i主H人，お1!，凡不利礼的。

「片:我打)~p.t述。知:去精米。

生:体枕打米。

『片:二分'tRI-抗。

生:敢1}11J是椀香。

~:正i足。

生:純呑， ド次凡了刈ホ11公，要垂背中11見。

r片:仇(.↑~I我，子~ょ~JA!，不仰礼。我家貝タ卜把小如i4明日与弥是倒的。把奴家tf配与体是兵的。

生:利:立f刊貨。

市:人貌且戸F1.，岱有九九。多少大中11公想我不到手。刈大司l好我辱体。

[11日]文1J大可，生米蜘)(JjiIo全然不受其'1'意。我1M有利i心， {~;迩元我志。;品:有小紅娘，我与制;ì実。

生:淡イ十佐、?

1片:淡h北一本)14周t己e

生:奴抑休要坦英t位。

I片:仏:命也与我命同。

生 T年:;む奴燐'.。

市 )j税制く去打。

生:打什会、?

『片:打民 1:0 

生郷小打長 1:? 

~:刈大可打むと 1: 。

生:我~Jt打死イ~;)本ノト、f失。

市:小如快米。

11. :休~þ.良人方何打他。



中国演1.IJ・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2) 

市:刈大可不是小企f人。 IIJ!¥了我一小限，述!慌了小如一大眼。

11.:迩不卜去。

r片:我Wt卜.去。

bI.:我M想他。

市:我也愛他。

P1.: 利く是i;:仏愛~U他。

占:小如想f!}他，我山1l1'.I他。

日迩不ド去。

市:我枕ド去。 ~1体一小人土・想、他。
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JI.: [唱]我想他不是主i史的 f。恨萎娘有nR充珠，有如1' 1犠染X，師。世人不把くÎ7.蛸滅。排姻欲足)I:~車中

満地。蚊免欲変州去不会。終須到有犬術円。[).活向]&'~祈高架線河渡，牛郎移(ム会有則。助者牛

郎元旧則。

夫 JLI冴，有旧期，口火JL帯笑同去，想是允了。民タ卜阿米，就悦.Y.:J L不肯。好i摘三叔的媒憐。

タト if;是“有意栽花花不投，充心折iWIl+911成前。"

木:坐主体家不功身。

タ卜、火弟、叔，民(安)是倣媒的。

*:好l冴，制(米輔我的媒t売。

タ卜、火=洪イ古同米，↑剛山不肯。

*:他是l肝判明F小的問。

タト、犬z他U)i-1'.H伝家娘!ll的凶。

末:我X有一小主意。命政家賠、如地修11~~o ì;午地育成ー;束、色衣ー去、月:玲ー付，洪イ百円米要地担代。

外:此主|・甚好。 ryK家問、問明~![!. ? 

丑:U:， ìJ十叔]忽ψi世.I'.I!央Fi忙，去歩打扮出口周。深深列'J:平高~l~ ， 1J応公婆佐此腕。

タ卜、夫2 市寿t走。

百: 佐世肪，佳世腸。

夫:万柄。

丑:叫我出米何事?

犬z 二姑~l~招了刈州点。

刊.'二二姑娘招了刈都'向。

タト、火:刈{，cl'j火也~Jt修了。 'W体育桟-rp、色衣一昔、 11:玲ー付・， yRf吉岡米要利，+J:!代。

fI.:他旦是我的丈大，我叫的問他也不敢述勘。
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タ卜、火 ~H~'多俳。

羽.'一峡況香水， I~!Ê}北ーリ鞍。新人米交舛。 V4'季打朋1嫌。

火z保平安。

百..貴人去歩。

[生、11.舟介J[口介]

有..光州犬地， MJ:平高賞。火安交舟， 1可入洞房。

[ド]

[羽田.1'.吹淵内ニ肩地房Ll::母、二姑娘今朝 'IJ'n命系拙!@J柄l版。

胃..宕我的六作品t米。

『守虻作品。

有z今午年少ヰZ牧一品:。

I上1: 五是H1"r:llJ:。

干1.: 余家姉妹，我的11肉喉不~{，勾我精)J宝。

r片z情j位。

宵..ー洞JA洞 1:ltlJI関，二柄|京|泰l~安，斗桐七;見ニム・ ， V4刑七 f凶 1911。柄l~lUl~ ， M小柄l~l(f.J~. f.J~地上向~

!品目，役、，新人不拾~，想、是'↑向接公。 1 Jg!l1l!1\1 Jg!l 1 1! 1\溜溜1I!1\溜1I!1\1 Jg!l 1 Jg!l 1 1! 1\溜11!1\-，z， I Jg!l溜Jl!1\-~、|砂 JI可溜I I!I\--・仏|ψ

11合溜Jlfl¥。

UI:IWJ柄l阪商，!1f-小柄l阪商， 111j'fijf霊的象牙床。象牙床ー卜.舗綿被，棉被底ド吏-甥毒。 Uil向同前]

[口口]紳11民IJlj，þJ.小柄|阪 IJlj ，新人今|政把失{氏。八111高~制高札起，真1色*洞笑11帯 JI再。 Uti{向|吋前]

[拍 'II'J例l阪北，好小柄lþ長北，中1:月丹花有顔色。新人不托t~，想是生~{Jm. [脳的同前]

[拍 WJ洞l阪1'.，好小柄|阪 1'.，y(;~た和尚米特状。八守衛f1大大升，明~，附ー捕比一摘。[J昔前1司前]

WIWJ柄l版下，!f{ノト柄I~民ド，新人M比打仙搾。加1.1".一枝植木失，明日f向ード比一ド。 Uii'向|可前]

[大口口]柄l阪Jjl，M小柄I~l(Jj 1。新人好比一把勺。加|ー1:一枝J;失箭，箭箭射'fト::1;.池111.U6剖|司前]

[拍 WJ柄l限前，!f{ノト柄|限前。新人今|胞把波附。，也照新人常舵穂，明s，t向狂!刈良県願。 Ue.倒同前]

[拍 'II'J澗l阪府，好ノト柄l服用。新人ド面淵水淘。一条黄餅米汲水，両小螺室生日面去。 Ui紛同前]

(弦~I[) 柄lþ民主 ， tJ.小柄lt民主。新人好比一把鎖。明匙剛剛器地去， 1皮|的|史的高木|け』守。 Ui倒|可前]

[拍 WJ洞l阪右， M.ノト痢1阪右。丙小媒人被嫡求。今l挽好酒不幼体，明il明械杷格体失。 [J昔前同前]

[拍 'IJ'口]柄l肱己中。

~: [肴(掃)J万事大肯。

T-/. 土再生貴f。

r片[肴(帰)J状兄及郊。



中国演劇・音楽の域内・域外における発展・伝播に閉する現地調査と文献研究 (2) 

刊:余家姉妹，到我房'1'去l睡。

「片、二局:到我尻・'1'去11m。

刊: ~I. 到利，17;.里去|陸。

[ド]

生:[IJ夜:色惜↑色似酒波，

".:花影重重H影重。刈郎;力制。

生:二三娘少礼.i青坐。

11.: 同坐。

八出玩花

生:同知令:尊新造花岡. !1ji.人欲的一刻。不知一娘意ド如何?

H:不足文IJ郎美j(J日。

生:休NUi'柱。定要{行刻。

11.: 安よ才ヌド附。

生:快tbJ者一鞭。

11.: 平歩卜古犬。

生:漫迫笠科早。

11.: 姉峨愛少年。

生:好小姉蛾愛少年，未明'市仰机米。;品:是J借料酒米，一則~~花，二則吹澗。

IJ.:村'1'有酒。袖内有銭，仇;士出:ko [11目]我i主早物銭，仏(去何I'i酒.frr'li.Jifl家有?

生:[唱]三娘宴。休11対す剥IJj抗'1'。昨'.人riu'tミluJi'i'i:牧。[1'I ]世牧可凶了。

町J)í~: ~脚早.有酒枯?

~想是前回杏花村。

~多少路通?

~想是fi.里之遥。

~丈.多少銭一平()版)?

~想;是ミ分促f。

~仇t3句何時.了?

~想、是南山南山政相、吃多了涼水。
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~〉句何不i青院生治問?

~想是!既111元怯。

~我i主耳1.有JL伐恨 f把与制(?

~体姓什会、?

~本日比11
/IL'JJ..:: rl。

~ f1q何名手?

~担、足日q/-¥111口。

~那是我的似 f。

~尚，;I主修オ。

11.: 文IJ 郎牧ì'it是小1!iIJi.~。削他県リ甚?

生 [11首]牧章且是何不能TT，抗女U(1 n fuJ有II{III。併1fuJ酒家何赴有，牧童遥指杏花村。

11.:文IJ(.!s'liii田町大房 f什会、所作?

生E 消川市。

11.: f型米f~t去是什仏~~I)lj ? 

生*酒的招I¥'..¥lo.1 ~有半述。一|司君米。

[1司11昌J.1'.写者。浪兆蓬莱I古美酒，酔逢リコ去月JL高。刈伶lilJi邑惟家有，太(1阿古此赴高。

生:[IIMJ未開市仰酒壷米， ，品:是帯利酒壷米。我長u壷尚t把盆。与二娘吃仰ノト人酔ぶかしt包1Ig，。

[(IJ ~娘IW~IP.H玩要?

11.: 片:nタ卜。

[同11昌]双双|司往rt日夕卜。

[吹介]

11.:刈郎，加里I吹打熟Ii向。

生T.f，小公 f奏原，)f;声米尽。

11.: [11首]一出円米内.花升，下.列、公 f奏示米。火議二人l司玩要，笠矧:鼓示|凋H皆目皆。

[1司11首]他那早原声キ11送，我i本早両情口(jf.)科(依)。火袋併右:琴明悲弄，双双口(柄)jjJ常利以。

生:二娘，迩有明早好玩要?

11.:花岡内。

生:一同特u花岡。

[1司11昌]双双同往花岡内，内‘花汗放満岡紅。桃虹柳保問中11似，一枚分方岡公紅。玩賞桃花映水虹，好

a:鮮花映水紅。

11.: ~f花， M花。



中国演劇1).音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2) 

生z 千三娘，述|民数声~f花，英田11;有愛花之意。那労有牧何不悲惨特ド米?

11.: 1S'我務米。

生:花台甚高需要イHJlI.

IJ.: 那我知mo[唱】我:胤k乎第花枝，此花付与式IJ郎手。

生 娘，方何付与我手?

1'1.: j;住近折花人，自己折戴不l占?

生:吉之有理。戴起此花，的t丈火有ノト比方。

|三1.: 先比日戴。

49 

生t 三娘安，体我二八青春美，年少火妻。 T早.米相|会，盟二娘半生服麟 f，桜代刈高-1:目。与二娘

斜柄。折i作ー再三:f~ ， M.ー似影背丹)札。

1:1. :刈郎，又道人要!此双花要j北対。那労一枝何不犠特ド米?

生 1~ 我磐米。[唱]我今格手当答花枝，此花付勾~~山手。

旦:刈郎1'1何空襲花付与我手?

生:男子江不戴山花野市。

日..戴了此花委f有↑比方。

生:先比爪-戴。

日[唱]峨，刈郎火，尚:小;是出 f以波甘人。有円早笠金粉。美名拐折宮花炊御酒，安f17特此花.4

宮花。与刈郎斜折，斜折ィq:111目 f也卜，好一柑似彩旬月')A。火妻{符~・;琴淵潜!ifニ，双双口〈柄) J正

常利川。[)~戸]一条紅錯す為江'1' ，米的鯉iù~\:;的ブ品。[i'I ]有線r早.米中11会。

[生、 11.: 刈郎、 ~~lt 1司唱]我和利i山.午;夫妻;j(手UI司。

[ド]

九出迎 休

[JI.冷生]

刊: [唱](沸披)沙陀村，ー尽制，失卜.包宵片， 111按!y'， 1，故件苦言。 人人地我位脱，那JJJ;什仏経版。

[ド1]我)'J')長氏便是，只|大l宮人去J0，管家的犬山必了， 1RI印胸由化了，公婆t包i.i&了。我山央不利H年多，

件我美起|、1，r~起米典。管家的犬、披|此1UXI~，八ト歩的公公右教収。

i-Jt: [IJ界中闘を岡山，米到家1'1地，名婆升1'10

有皮l冴，官人同米了。
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ゆ:名ー接我不作家'i' ，方何時央，只，tA是思、手手。

有..届是思冬，官人有所不知。自体去日， jU:事大不同了，管家的犬也死了，披|斑的渦也死了，公漣也

Tて11&了。

i11: I度，名著娘l冴1椴央判。

:円.zi包;2，'t傾向l央。

ゆ:人人道我1i~;共イ許不死者{)也不~U出~。

FI.:月1);五;足小事。

iJI: 差有什仏大事。

刊..二兆li如iH了刈M火。

{JI:述!JJ有精子。

11.:辺~)己都胸J 1~，j本小グ名公，出不市了我的家財去了。

ゆ~到胤然，要想什-2-，1::志。

F1.: 我到有小~t意。

{11: 有什2，1::志?

羽田z悦:去nq他写小休t;便嬰，如品:不然，打夕日必婆もt(図)般与他。

i1t: ~槌我是告i.z，合1U打体。

干1.:充ー|ドJtl主45t井。

lJt:体去nq他去米。

干1.:有消火IJ州i火。

そt:[JJ貝母向戸川，未知有何肖・，県母何事?

H:体大関同米了。

生:大興法府有礼。

ゆ:那小是体的大関，下ー八島包;足1~，的大男。

刊.，仏，4:是他的大員。

汀ト:名・4ド。

生:お刈。

ゆ:不惜是老刈，体均何坐作:我家'1'堂?

生:我是体家坐郎ム・婿，可以坐仰。

判:坐郎k婿可以倣制。

ゆ:老婆俳坐仰)j~t坐1tJ ，体方何勾我←ミ妹子狗寓虫纏筋。

羽:勾合成婚。



中国i寅J'lj.音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2)

ゆz不悩，是勾合成婚。

生 JlJ;足二叔方媒、男-I3J地~洞I~札制了背銭ー巾、色衣ー恋、 11:杯一対，何均勾合?

有.'仰是仰的。我手家的又不;足利的体刈家的。

ゆz 今n耳ド休-rJ便嬰。如J」:不然，打死~凄圏耕勾弥。

生z打死十只。当利:双。

i1i句者j凄那伺匙芥皮相余促I。

JI.: 倣イ十会、?

冷:他現到打死十小只内元双，出不要川九ノト夜。

沼田z他是桝大田，打死一小再米。

汀ト:%;牛i民不i邑?

生g 不i品。

冷z不i邑，打死一小再米。

生z只管去打。

冷z慢着，老婆H挺，他叫只官去打。

有.'尚，3.主小グ老公，我教♀尚¥，利く.(f.培地1T， ぶ打jJlj終:jJlj打ぶ終"不打不帰， I也打越待。

ゆ本是小uf-二L志牛的脆。

生z刈忠m;，

汀~:不仙，刈志i孟，制t写不写。?

1::.:不写。

河~:不有名-濃招打。

-13.: j皮晴，打杯人。

浄z招〈抜)槌f。

有.'打杯了人。

生z大男，体在那i左打，地方何夜培地nLj終:?

?争:体不知道，我培ノト挙法イH卿県学米的?

生z我不知迫。

冷:体不知道，我従事山学法学主IJ的。名先制山間，ぶ打jllj 終;、 jllj打.~~終;、不打不終;、 A遇打越終;。

生主等Uf-，挙法，我姑此rffJ，判;.(f.那周打米。

冷z慢内，体坐一卜" ~世不11 1 。

羽田 ;，g仏不Ijl?

冷z 他日刊我打他，告;会、打~(J.他略。
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刊..伯~)本ノトタ名・公，品没有田悦，我教♀仏\，体迫(fflj) ド山知(之)削，州犬現到 o草)洪イ古体的n
't市不M-。制(i主:挙法只打的自家人，打不利則家人。打了自家人，弥l縁キ11合。打了別家人，招火惹柄。

i11: 本是小M-l志。名刈，我i本w挙法只打れi自家人，打不利別家人。打了自家人，捌縁キ11合。打了持IJ

家人，招火芯制。

生妹f是仇t自家人，体去打米。

ゆ:~出不11 1不 'i 1 ，他叫我二妹{， ;右接只'↑向要扶丙ド。

干1.:我可知生IJ<1泣)打名接的槌。

ゆ:我不知泊。

H: 要:?~心槌 f。

i11: 型作心槌{，

H:両市J挙起。

汀1: 商問主体起。

干1.:佐経放卜¥不要打重了。

i11片品:JC打ill:了?

羽.:;f..¥t不要仇(;I荘I督。

ゆ:我仰要ill房?

H:我不要判卜ー床。

ゆ:我世話要 1'.床我↑肉体把小冷鹿股l!j(我。老刈体写不有?

生:不勾。

i11ト:不壬J的 r~' ， 悦\j主狗入的~j強，我不作家11 1 ，体干出j本小!H事情米，相打。

[打介]

H:刈虫n火勾了嬰。

生:大山不要虫LI此+，~，我写了裂。余丈局内宝米。

ゆ~強余火:Jli V4宝米。

生[匂介] 刈高過礼人。

i11: •限的体往洞用-tl占，我到明11早去抜体的JiI。

生t 要;惇枠?

刊z要|吋多共礼。

ゆ:おj慢i井写何机写判。

生:岳父岳母!ß\変深元端大国新狼狽m~ 。

刊 m写要不利。



中国演版IJ.音楽の域内・域外における発展・伝婚に関する現地調査と文献研究 (2)

生:要:凶千t?

羽.'要物写。迫写出不是我火;長二人迅体写的。要J央小肋写。

ゆ主到呆然。名・刈，メ住'陀体住宅~I. 氾写出不是我火当番二人垣体写的。要挟ノト勅写。

生:物写休.t'J)昆迩来，写休甘~f恋心，関与官司排倣品。写起米了。

汀'f: :;t5婆，写起米了。

有 t 湿地一服、十服、内.5民，也是元胤的。

汗'f: ~言、仏元周?

百:以;足(1失的。

浄:要忽伴?

H:要打.1:子学脚模。

i1f: 主到(倒〉果然。者文Ij.我家老婆世j:到，以;是ノト1'1失的，要不f(f.。

生:要忽梓?

i11-: 要打手学脚模。

生2 自己的郎男不要如此。

i11ト民.~邑了来，述有什仏良I~男。

生t 待升紙米。

[唱]愁多，怨多。刈志j通，不;足丈:右襲。打什会、手常，合什会、胸l棟。

[ド]

i1f: 不好了，打点脆.卜.米了。

百:王~~毎ド米。

持トz是ノト反把(山)~.事。

11.: 他也是五椴指~.体也是五胤指きた。

冷[唱]i李汗f氏(紙?)米.i某多叶多。ト令f供情。

羽:刈志活。

河川刈志追，又不是~:k';盤。打什会、手常，合什佐、脚棟。

.H:摸摸体娘的臭脚板.:T♀l'万il・，界一政破紙，我不也2体的問事。

浄:老婆，体不管我的問事，我机没利鹿。

11.:没得も|・，要我刷判。体制t要b1i!我ー脆o

J予z法早人多，到J7iIg去脆。

f1.:也嬰，到府県去Wso

ゆ[唱]求il'校，脆省襲。
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H: [11国]学家陀 1'.一条河，卿有名公脆者婆。

ゆ [u民]北是右公脆お〕棲，尖nn.(1閥的)右婆席以i".。

刊1.: '~I・巧多起米。

ゆ~!猿周ìl ・。

干1.:喪我肘叶，制i2{M他同米。体俳家財大x不大，小又不小..1:、111、 ド子i等問問.)1:作二股均介。

卜.等同同一二;臥界名・.111等間同当差納税， 卜.等間同自己;氏神。内有百山瓜同，分点二妹f名ド，以

制(致)嫁枚。公婆ィよ十:jU:.一二年一小祭，五年一大祭。自A人公婆I"H(去)!U:以日，元人然1~1. 内有

瓜精I也人。体与他炊酒之H、J，我士根到，右・瓜之人，反被盗瓜之入所街。他必定前出者)1¥.)1¥粕吃

了他。

iJ1十 2 此 ~1'lHf。弥子I~家'1 1整順元↑古酒。

干1.: {~íjiIJ途中M他同。

[卜'J

[生、 n~，刊]

生:大関太充情.1凪耳休13i忌迩来。

ゆ:刈~rl*阿米。

月I~.不|行|米。

iJ~: 阿米l庖酒。

生:有栖我)jy~同米。

ゆ~渡万:1'1.刈虫rl:人;阿米了。

刊:刈如火同米了，方オ1U耳n英'1索。

ゆ:英tf。方何'陀弁:.立H火'杯内去了。

刊:自家姑父元妨。

iJ~: 州父ff男母，タ卜回f 多，余酒米。

干/.:作我余酒米。

十出 蕗(看)瓜

生t 大男M我同米側甚，北方刑事。只|犬|家財大又不大，小又不小，問岡)1作斗股均分。 卜.等間同五叔

非名・.111等間|志l'-'i差納税， 卜，.~~;間同我自己衣利。二三妹 f到体刈家去，也没有1}f(J嫁牧，円山瓜問

分派地名ド以制(致)嫁枚。



中国演劇・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2) 

有.0 根町。

{JI勺披何米?

刊z右ー瓜人，反被盗瓜之入所打。

冷z刈如火少時了。

生z那(明日早去?

汀~:前去打剥皮的以f。

生 JL慢，内.山瓜岡分布斗妹f名札所打i亥我去，只|大|酒不充塁。

汀~:老婆余大杯酒米。

羽:酒米了。

冷z刈如犬吃酒要一小尽。

生{~梓吃法?

冷:要吃ーノト流民主!片， MI'.便要，如品:不然，制酒二杯。

生 i青干。

浄z対若男母心腸要問酒。

有.0 酒到。

生:流足。

n~: Mf:J。

生}i.f:J酒一斉干，大男情。

[吃介]

n~: 文IJýf1火可肘酒。

生:不用，有什仏様械傘~(J.米?

狩2 老婆有什久機械?

羽:我家有令倣鬼，叫的|司日本cr。

冷:体去:全伺米。

13.: if.此。

J予z刈如夫11'身)t{+.此。者瓜之事、 l庖酒原|大1.不要対」妹 (i)!:。

生:那我知道。

冷z勿匁J'忙忙双J酒二.::.::t'l'。

生:要往瓜同返品.織。

刊:此事但免心うん応。

生z瓜精タヒ{f.我子'1'。

55 



56 

i1f: 他路也行不利，金;-2，打利瓜精..>乙欧了一股， i扶也昧死了他，ねー我噴他JL句，刈高去右・瓜。

刊.'瓜梢I也了他。

汀f: 一三妹 f我去3i;。

下/.:尖的'IRI我士余。

ゆ:多品);~tM 。

干1.:少内山嬰。

汀f: 花配花，

干1.:t911配杉11。

ゆ:破;ffi(谷〉箕，

~FI.: IIll'+計。

i1f: 本対火長，

TI.:IUJilj少有。

[ド]

十一州 抑制

11.: [唱]自与文IJ郎併j主埋。凶変如色水。司娘肘W~I'. ~有我火長訴1投資重苦対。我灯。Ij;，岱。 II~不it双流礼|。

生 [.I -.u~\] l:liiU:~h住地能比。自恨我附逗不利。大興財保~I'.特我火妥訴1投鴛主~)('J 。

[I' I ]方オ大関税到，者・瓜事情、吃酒縁(原)1大1.-1-:力.不要対斗娘併。

[11日]比増火事火安，有山|可知。我是12;的不現，:包的不t井，我只仰，判行JL歩.m斗娘。我要把，者

瓜之事、者瓜原|大1.ー杭-{II卸1悦二娘円Ji'。

[I' I ]二娘JF円。

11.:米了。

[11首]文IJ郎， 粕体;{仰l正;那叩

生[唱]悦什ゑ，叉折府米'叉折控。文IJ志厄，今朝有澗今朝酔，明日元米明n愁。我利4か年少以火妻，

随高枕f氏随則u。

11.: [唱]体把阿古都地却，書f扶利t竺房坐。

生:水制姑作。

11.:刈郎，本恨12;枠鈷れH下。

生:二三娘，余酒米。



中国演劇・音楽の域内・域外における発展-伝播に関する現地調査と文献研究 (2) 

11.:想、是要条件我傘米，刈郎情茶。

生娘我的子ィ~那担。

11.:千点j主里。

生t 昼干，片干，民片湘一斉干，大男情。

11.:刈郎，此)')是茶，不足澗。

生z 我与体少年火妻柴山~的酒。」娘，制t杭?り大f'人家kI ， 丈火阿米，礼也不見一小。

1-'.:我看刈郎酒酔心早(不?)明，利我向前見ドー礼，刈郎力.柄。

生:斗娘i青起。
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11.: [唱]1~ ，PJ似紙糊蝶満犬隣。椅(依)品市判F，椅(依)品科卒F坐不砲。 ~Iーイ以，州吹栃花対，馴

馴務鵠，没定准。!f知11i;4人，悔ま11 子~1}Jîä嫁J10

生:再嫁不退。

11.: [唱]刈郎。)くill人被削酔，精道再出向j了不成。我説到与1知れ ì!A人，杭費~娘二叔一片心。

生t 忘士IJ什会?

1:1.: [唱] 1此究家。制:淫悦利t不忘去IJ111，而米，体作.前1:1::fヨド休-r~， :長 fィ住居川町田i燃J，I，!.，恨不利向

IÌÚ'-把ま11:砕与官。:芭奈司是大，奴是小，欲77不敢77，欲出不敢i払怖く妥 f背地早t版M槌胸長声~i1.

11)1.，長j主知l民， rLl不干。

生 [11首]二娘， 1~，是タl人身。 J笠JÆ机共， j包知明。{院窓与他州和JII目。間同f-'~斗目立分。

[I" ]千三娘，我受不何 人之ノ"""(，地忘二人之!品。

11.: 那千三人?

生 UJi"迫。

[唱]-x住忘，岳丈岳母!G~情深。二対I~忘，二岳丈方媒ÌlE。斗米焔忘，二米メ住忘，針iR'情。

.1:1. :日正是三法忘，方何笥卜休ー円?

生:那不是休t;，;足l供体可娘一味慌状。

11.:イ'/J¥可氾得。

生:自己写的;&1¥1不氾何?

[1.: 何不念米，我月Ti'。

生:三娘月Ti迫。

[唱].1'.耳若刈志通過礼人。 ln丈岳母j品情深。二岳丈均媒llr.， )}.ぷ特fギムー配均婚。元端大関心狼狼， iiii

写休t;，勅lli来。乎而笥，心JL明，培尖似刀，不}I腕骨1j。

[，'， ]二娘，体司娘如|司AUI凶了。

11.: ~枠利|凶?
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生: 問岡戸ι~)1:倣」目立均分。

11.: 那--'::1批?

生 I'.~;rn 間二叔非老。

1 1.: 'i 1等?

生 11 1等肝!岡山Ll2~内根，ド等間同司娘自己衣料。タト有向.山瓜岡分子五二娘名下以制嫁:位。方オ吃酒之吋，

1)']1.ヰ披到，石瓜人反被盗瓜入所付Ij，作我前去打ノト道不平的立f以。

11.: 1此特f。刈郎瓜同鼠有，往常参娘{fIU:，以年一小祭，五年一大祭，自A人参娘昨IU'以日，元人祭

fCI。内有瓜精吃人，丁力不要前去。

生:此問:革開・?

日.0 有瓜梢吃人。

生:不闘:起瓜梢則可，俳起瓜精我的酒杭隅了。

[11品] 口口削悦瓜粁j恕'\.~II~II似火焚。帆什仏，妖魔鬼t私見丁目白川一命治存。我不去打瓜精，要那

t児雄ぅ1E則甚。休阻行料， 77二法V41lJJ明治。[一iJJ

山[唱]刈郎， )J円有天伴大。神鬼司JL令部f向。惜有!先豹遇犬神，此事元}#.慨。体今一心去右瓜，↑向

只↑1'1，英J、住~{-J:瓜岡， 英雄夜{-十ー瓜|河。[千二iJJ

~Iミ: [11局]二娘，体;足如人家。 m悦我米m阻抗日目。我今不去看守瓜，制:司娘，把我内作，按T江裂。

[I' I ]斗娘，有比方i見米悦(1iJI'0 

11.:有何比方?

f生|七_0 円?有J挽比相祖.以高号早県弘1そち.， 行奇至号!"I‘

迎佑弥t乎。佑体{品若:元梢，制(j盟我子。 71出米尽，把創就析，蛇分両段，耐.満山渓。到JIi・米倣到一物l人下.

fi1l::。

11.:文IJ郎伯く包会、比利他?

生:我米lìIJ1~( ，那人姓什1.，?

11.:姓刈。

生:仏:丈犬。

11.: 也必姓刈。

生:まIJ有米(?)。

[11局]五山年前共一家。不|司米白也|司王件。山;q~~各分山州中11 ，彼丈火米俺丈火，イ山既倣仰，我是;包-z"妓

不~U他米。三娘妻，我与他， I司以，一派俗。幼三娘，免把心~fI~，免把心失抗。

11.: [11品]刈郎休M差。縁何不明，体主u.問。体今一心看守瓜，制(梨(，没奈何，双膝脆:(f，坐挨ド。

生 [11国]千三娘体好差。品:背前米，阻的日向。若念火妻情，来手送杯茶，不念火事情，但免怖く心ド， t民
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中国演劇・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2)

有瓜精，鍬有瓜精，我去傘。[介]

!=I.: [唱]司誕u尚，ý;f-差。:円背世主|・，魯去iJ他。方オ火IJ郎悦~U好不刊:也。他悦到， ;品.合火事'附，来干送杯売さ。

不念火安附， fê.免奴心ド，痛然然日q ，我虫u何別N 卜\我虫11何~jIj~(J.ド，也嬰。

日目]定Ll".瓜同送杯談。 1皮，刈郎，我火， 1皮，火時。

tド]

[付、生、 u.J 

口口

十ニ出 瓜岡別

付[上]鎮守瓜岡有数秋，多少兆IIi世i些我子，今n火IJj町米到此，蛸他fr.;甘宝章IHt分剛、1，俺，瓜下.是失。

追追JOO見，刈商米失。

生:[..1:".，糸介，付ド]

生z巣有瓜精出現，被我一相打往(放?)¥ぷ)'C;入地而去，，*迩未明，物-掘爪fr.此ff!J，等到犬明ヂト.倣洞

哩。

!I.: [.1..唱Jil1.卜.瓜岡送杯茶。

[i'i J 刈郎作:此打~JIiJ， 前i犬測地，刈郎隅米。

生z瓜精比米了日阿，原米;足ムi似米了。

l'J.: JJ~些什-2"

生:果然有瓜精けi現，被我ー桐打往(肢の説先入地而去，犬也明了，ー|司君・米。民有兵-r:i宝剣， ，1 •• 

有字壇糊除。 Ni'我削瓜者米，宝刀，贈与刈両，ニ八年日，大M功列。述有兵偏向付l我者米。述沙陀

有数秋，凡波浪旦向精~~た。此史上不是i雌北所，述i車登科往郊州。英ヰド我的功名 {1~~)~1+1?

，1;1.:刈郎，我有三月杯Jjh1保身。

生:若是生女，但免勾怖く。;品:是生ljJ，修ドr(n，初心人送往郊外|。

日..可到家一則?

生:本特到家一則，;lr::奈体的司娘口 l'J..j'不好，就.(f.瓜同一則。我的川出米了。

【尾】

且[日目]孤村政実刑拙怨， f令t非香畑~UJJ思流，功名!品机J干L['ñEん

[ド]

[尖 p擢 P ，1..ゆ介]
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[付、不]

[糸手 1-.]

十二州 下:.;主堂

付 [.1:1蛸J[}，'，(仁IJ勢力爪'1'隼。一山琵琶。烏駒'b。心，UR.大。一心イ'1Ijll'半。

[1' I J家作河北下出世，子仇侠簡(情?)足以強。円円黄河米煙波，議長烈烈|間一場。俺，下:;歩主主，

只有田]l;sIIJ要，1出而不，1品，要|符而不降。今日人帰'HI:，医灯尖兵，前去ミ子取i舟坊主L山。余格。

手:有。

付:人}b側t功。

[卜]

[生、末、恭子人]

?!む[.卜.，口口介， 117¥介]

卜V4仲~ 7f. 

生:[ト]此地相人，b，扮作技不人。搬，投軍人近，州術作 1'.，投軍人niJJ平。

木:恨家[1:. 1'.米。

1=.:家1:1:徐州神品，姓刈名高半志i忌。

米:有何武宮?

生:十八般武玄1'1'1'1:門能。

米:人米。

干:有。

木Jï7~11守倣少甚会、不?

乎z爪-背紋少甚仏軍?

内:快ド:'b~不。

子:快ド 'b~:卒。

Tk:賞体'b失!率。

生E 小了，不思使。

木z不元大小，恰功51賞。

生z協j州帯。



[ド]

子:根。

米:掘何米?

中国演I~IJ ・管場jの域内・域外における発展・伎怖に関する現地調査と文献研究 (2 ) 

子:干j主主主汁崎。

>i三:再探。[二I1J登日人，何人出 'b?

子:后背何人f十Pb?

内:勇之特，売人対故。

末:打升部中，特小;州来白~， .'b 。

生[内，笑介]

末:日持何人友実?

子:后背何人友笑?

内:斗~?f.。

末z掴郷帯上。

生 U:，介]

末:胆大的'b失軍，敢笑み;州周牢(兵)不到。

生:ヰド笑本州出只不到，笑只笑下j孝章臼不量)J。此昨何m~州出，b? 1.~ 小人的去摘米有何地I唱し

末:松郷。

生:削州待。

木:枚方先俊之lIJしれ1JYI一同米，刀川IJト賞。

生zをか、命。

末:挽子不口口量(挽ワ当挽姐?)

生:月(崩)箭要肘長。

;k:射人先射弓。

生:檎賊先J禽主。

[ド]

末:好ノトJ禽賊，先J禽ナF人米。

手:有。

末:汗道校幼。

[吹介]

[下]
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[治手ド]

[急急以.WIW見靴]

付[笑介]

[ド]

[川手卜~ ] 

[大汁1起嬰]

十五出 {伴 J不

十六州 交 11戊

生: [.1:] 小物生米志句両，全免武芝居:~必。 1 1ilVh吃尽波浪水，要先我二1す.功労。 f/tt. 刈刊矧了 ýrjJ谷

物令~IU市ノ川成。余将。

子:有。

~I~: 人.'hfWZ9J。

~I: 、 付:[対11出介]

イ.J:[ド]

~t: 前面方何不行?

千:那峨大敗。

生:敗只不可再迫。人'bl投同。

[ド]

[恭子上]

付 L卜J余将，前面是什久山?

子:消包山。

付:人'HL1t消包山。

[尖[J] 

十七出 消包山



中国演劇・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2)

[水足]

[ド]

[生、末、子、内]

末[.卜J遣1各市兵，米地特問料。

手:披，乃夫不f~\Jl1阿符。

米 I~}附更衣キ11見。

生:[.1: 吹介]

J!む弓l失不{~}Jl1同米，可再可賀。

生z托輸大人柄句。

末:我有一言不好起l'J..j.。

生:有何舌古， 1ゆ附。

末:家有小k配方将軍内.午・佳偶。

生:家有前妻，地不』人命。

米:我ム慮、配ニ民。

生:不敢高空襲。

十八 戸|符(賞配)

米z良縁出有t昔配，、(;珂、侍帯小如杭牧交非li。

[吹介]

占 [J~. 井堂]

末:真当郎オム-貌。

[笑介]

[下]

[刊、 11.、木、火]

十九出 挟 肝
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羽.: [.卜]ー不倣，二不休，糸人不死反t-J仇。我)JU長氏便)[:。只|大|二~rli如{E我家Ilr ，没有~~F多附仮l也。
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我与官人投トムiaもも l'嫌。-~I":命勉投河自制。三嫁z 命地改嫁他人。二米:扱水挨勝。右・地恩A人

那 (IVjI¥)一条，二姑那(馴¥)早，定米。

[1.:米了，司娘太郎(狼〉心，迎我制高分。娘娘何事?

11.:北方労IJ事，体司可・悦到，体{t.我家没有子|ニ多阿f反体吃， 13休定ド二条主1・策。

11.: 19J~""::条?

刊:ーも|投河自溺，ニ ~I改嫁他人，千三もl'扱水J央防，右佑t応A人IVj~一条。

11.:奴情応汲水扶府。

刊:不要務111:与我。

，11.:絶不犠111:与体。

羽:把i本版色脱格下米。

11.: [脱衣]

下1.:随我米。[介〕作我卜ー起安 f米。

川:般犯~与我起ノト肝~。

円.'日引が不要繁自1:与我?

.1 1.: 宥{'I~姑娘分.卜.。

刊:出嬰，宥作姑娘分1'"与体起ノト廓失。

11.:娘娘反了。

11.那ノト反了?

11.:怖く反了。

羽足我反了，到迩也嬰，品i:足利t反了，~Jt要扶打。

.11.: 1収。

[11則一条侠イi心，府霊地検。元情可娘，心狼帯。

刊.. 那小~l~母体?

11.: [11局]1此娘娘，体i主悦体不;狼7号与我。我与刈郎一対世f犬安，被体{t.我司可間前，今日一般(搬入

明Hーn変，般般晩喰J斥i世我的川流ノ均.交，メ週我霊嫡改嫁。

羽田:改嫁的好Hド。

11.: [11首])(;且忠照不扶二半。

刊:劣ム-。

11.: 烈火出嫁二火。想我李氏ニ三娘，嫁)(嫁不;ojiJt ， 死是死不j此，則除非拘刀刺ド我的~米。 i学三娘決不

激的以敗イ弁。

刊[打介]仇;))(~敗俗，仇-μlJïl:\c併，打f!J体三*-吃不利冷粥。



中国演劇・音楽のi党内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2) 

11.: 1皮，娘娘悦t打我，我;足利t家何人。

.H:姑姑。

11.: 峨。
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[唱Jx.埴堂卜.姑米!閣下娘，大述是大米，小述小，峨人Jffi)(銅常全不l肉。我本是今i員外来生-j，(娃，

金;受f(J元情拷打， j包受1'-1充↑jlf拷打。

[刊受打介]

[(IJ娘娘弥出米。

Tl.:仇t打，我不出米。

11.: 我没有打称。

刊史l的， 1度|札制:;比打我。

11.: 鬼打体。

有:我一双手打体，体有七八双子打我。姑k自体可t凡俄?

!こ1.:飢餓了。

II.: 我担些面粉倣棋〈慎)怖t吃。

11.: 娘娘弥要米利上昇。

刊:我米fリ単， JJ.1心l.(心，協断体的品筋。

[ド]

11.: 1皮，拡11拠u去了，ね我il!lH犬JL歩。

[唱J1史，プえ明~，想我~娘.tf: IU:，英i且是J支局寺 ， )N~足行也行不到此赴。高楼大庭可奴内 ， ~';J.寄 ïr~介奴家

甘自守。山タ卜一重山，三山畳畳失山19)1¥，紘高/J丈山足率E然。遮不作今f名-f憂愁腸:~・楚，地不休学

名婆愁肪"/4'楚。|度|釣。

*1.:悩恨洪信太不仁，不念桃花ーがI生，二何点;可作l防局。

rI.:三叔米了?

木:体把挨廓之事悦米我WJT'0 

B.:叔谷森索。

[唱]昨夜黄将一夜換(技)肝釧天明。府JL+史不功。十H杯Ilti功。文1]Qll-去作f不通。我山流供。元↑1'j

司娘， iiX把口〈我).7/て鑑別，刈郎ー去信未述。

[自J1皮l的。

*:想、是要分娩， f13我日w挺省火如前米関埋与体， !~~・t:1可作家'I'?

火貝タト何事。

米:我二件U(.(t.防局要分娩， ì:古利〈前去調理。;品:是生久イH先与他。 47是生児，叫地修ド 1(11 ↑~， 1~;:人送
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往郊外|。

火[内(IJ二民タ卜，没有品質。

米:到我家去余。我将7令n~宥蛸盤，者仲横行到JL肘。

[ド]

11.: [11M]刊痛地扶，府坊生ド小嬰抜。米断JL腕帯，目的良危;イIj躍。

[( 1 J娘娘我生トタト甥米了，有明万fr，'我一周。

刊:期刀是没有， ~i比底ド有斧失一味。体土砂:特ド米。

11.: [11局]1皮， :;S:Il ~o 巾汚口熔汗。岐ド肺米，岐)j斉名 JL ， ;足他的終身号，央破JLfti;4:自表。

刊:二~lli如可1問分娩。

11.: 己分娩。

fI.: M~JM久・?

11.: 地出。

下1.:拙米我石田右。

11.: タト間以大。

刊:者 tJt!'~~f-扶非。

[)L笑介]

干1.:1世l肌他也腕利叫我身母娘，我者イ也子平日脚長， t三大必是ノト糸人不，刊ー我去主lJi企池内沌死勾他，北

今刷物他米害死，右他何赴把究事11。

[ド]

火:[.1-.]受人之托，必当重人之事。

[)L央介J1皮|冴， j主色池内是那里ーノト娃央，特我扮何起米，迩是小児蛙娃。二~i月可fT分娩。

11.: 己分娩。

火:拍*我右君。

11.:方ォ娘娘抱利宏了。

火z我Nili池内扮仰一小娃 (-o

11.:地米我右右， 1度， JLIlド。

火:不要H帝央，修ド巾Ti我与体送往分間+1去。

11.: [1闘J1皮|的，生JL;{+.府崩，取名l卵焼郎，表娘今日背，陶名!日.不忘。~・人家，凶受我一礼。

火:不泊。

11.: [)己戸]一朝吠断JL)飾帯。央破jしょ+千円自;束。娘ぶJL阿両分汗。

火:特草川面姥姥那皿?
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タ卜:何事?

火:千三姑如生ドーノト出娘、{-， nq我二者与地送往ガ則‘i'l1::。

タ卜:j主是我二名古心米満。特我牧桁行誕，一心付似情。

夫:商胸l走如も。

タト:走如校。

[ド]

二十州 送 f

[ タ卜、 古、 犬、 冷 ] 

r"i: U二]円前喜前日刊，必有再事到。院 f。

ilf: 有。

占:府n侠侯。

[タ卜、 夫、 上、 口]

タト{+.家千円!H。

火t 出タ卜打砕寒。

タ卜皮，半H'j治，米此大戸人家，特我前去n(liIJ)米。がJ人有人?

i1f: 卿早米的?

タ卜:此処可有刈志i孟，体可知地?

浄 JJ是我者守守的口(}f~J)介。

タ卜:他也倣了官不j品?他可作.街内。

冷:征地去了。

外:Jl天去了?

ilf: 征地去了。

タ卜:街内可有人否?

冷:有一夫人。

タ卜:可賢感?

浄最賢感的。

タト2 煩仇t与我通京大人，仇'J且沙陀村喫老火如>fとJh!.。

ゆ:府東火人，沙陀村実名ー大t:j求Jh!.。
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I片:命他二人自jii:。

タ卜~・人家他倣了官?

火:他倣官，我ニι有了品~山。

ゆ:命体二右自jL

I上，:嬰了，作大之人情ill首(薄?)神泣。

タ卜:料提'1~ ，出不具。

汀十;iili宗利存名均百(再?)神泣，

タ卜附，是再神味。

[ト]

I片zι人家到此何事?

火義制有公有守家↑3烹此。

，l:j :将t;'，U'.。

火 t~fl~此。

r"i:生jしぶwi房，取んl攻防郎，表娘心ZK-円陶名IU'不忘。名ー人家， j本小名字不M要!I!i失。

火 'lf収l1.不改名，万皿不改姓。改了名姓， n万汗爪日マi不比f仰!ザJ名

『内片t 改名不改姓，改名刈添付j，n爪rM登宇加。到此多少路途?

火 TI可申，~'i\途。

rLi: l早米路単。

火:此{!A!.二蓮。

，.r.':沙陀村述有B:}.? 

火:大人中11会fl~何午?

，J'j:お人家， )jOtfl~眼前，随我米。

火:米了，兵当!挺感。

[ド]

[生、木]

二十一出 ド白

生[.1-.]鎮守地蹴地，何日迩多井。[吹介]

;f:: [.IJ一封丹甘m，もド九重常。糸白ド。
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生:力i~万力.歩。

*:今有糸UJ，}:it~， ~見 (1免同眉ドj、L。命弁街内十+i. !57 的公{，1.具要遊山打猫，打何狩胞免j自問米。

見加~.賞， nlJ~謝J品。

生z有幻大人税目前米， 1¥1途不便陶事。

*:同朝栂命。

[ド]

生:海副;大人。[吹介]米人，抜灘間朝。[吹介]

[ド]

二十二州 fiil 朝

f生、 I身、手]

古:[.1".]老谷棋地隙，未見特問料。[手入試介]

生:[.1-.] [ 口乎介]

『守~寄付リi.JJ1同 v. (u)米，可再可促。

生z托火人的制句， ド官去川，沙陀村有何削許烹此?

h":者等去JIi沙陀村提4・火女1)差米公f家甘苓此。

生:按JL1'-十那早?

r片:演武亭演武。

生:一班伶一班，イ寺少待問的:。

{q~: 一地nイセー班， イ合少守幸阿川J'。

小[卜J走。

[水底色]母来培是何人?

占z乃是怖く参参。

IJ、z夜JL一洋 [吹介]

生:一労坐ド，火人，荊 1..N-1~捗，童夢見向周 (1免円、L，命件街内十五六度公 f ， 1.只要遊山打粉，打

殺j\~車庫免j出向米，刀タ卜闘賞。

占 JL7可思去?

IJ、z按jし思去，只恐余特不l肝料i望。

生z我i本早.有大令一枝，不明令者・胤令施行。
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小:領命。

生:遊山打猫要小心。

t，":一路不可古良 l~ 。

生:ぷ:~打1'-1 (1免特。

ノl、:打免rnl米m双来。

生M-小打猫阿米m双来。

[ド]

[ 小、 タ卜、 羽、 1'-] 

二卜二H¥ [-H 猟

小:[1:]小綿生米間句威， :1モ:先武志庁高魁。多多堂 UJI J1言問， Iéj 万帰 11 1'1降指r~. 小特刈添付j ， ~央了

参参7[命，遊山打猫。小T.

ーFl.:有。

ノl、z人'y何兆二。

下1.:版物不，要帯多少人叫?

ノj、阪卜.ニ牢。

戸11:~T，少附了。

タ卜 )J~m1~ ? 

羽:物7f.伶下令米，只要二小人，出不多了我。

タ卜主狗l吃的。両ノト1i:~一介、也不市米。 I~K 下三牢~J 'J是不 11 1 的号令。

ノj、 [II~\J I阪ドJ不， 月Ji'日自弓・令。

羽，: ~W不M-1Æ1i.、仕。

小 [11品]英機似温虎。

刊:立f披社ト。

小 [11局]披掛現犬十111。

刊:鼓III"J了。

小 [11目]鼓時時催軍鼓哨，忽尖尖削卜'.nl日亭。

下1，: 地111旬了。

小 [11届]活l則明地声一日l句燥米続。
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[(一IJ小T。

[唱]体勾我多帯うー把，手~;市狼牙，件情狼牙，箭JL枚。

[1'::1 J :cb米。
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[唱Jtl 弓JL，機組組~;情紅埋~，猫犬JL定似見去。神風免nlii.只不.!h!.，島拘膏的尽癖(務〉声。;又只凡

夫i車問雁定如去。

[(IJ小T。

[唱]体与我解成~It.\成、海理 1\ (宵〉。那海辺1¥(背)，ーももfト.犬制陣。米州前面定，海辺1¥(肯)随爪i~~ 。

j主海理1¥(宵〉出不flJ那海理1¥(宵)，那海理1¥(育)n~似例怜，爪似制針。失 1'，抑制巾淋淋。毛児111:

抑制紛紛。

有J ド米了。

小[唱]翻天極地倒街地峡企。

有[唱]恭首(宵:)持軍，賀首〈宵・〉持軍。

ノj、[唱]余五宰，休~U要賀彩(明来) i制撤。

11.:目土中'CJL蛾，再i京特!牢，人要市:日記 )b要仮容。

タ卜z悦到(倒〉了。

有:我到(fflj)静，他)1回想。

ノj、[日届]母入賞体良(慢)• .介，大家泊酒消愁I:t~ 。

[I' 1 J一軍附，入山川口出。

[u員]判-敏郎亭，軒敏郎亭。

[I~IJ 小T.，易 o説，)去泊酒。

.B.:得|斑。

タト自得。

.11: I血得口口。

タ卜:将軍叫称。

.D.:我不|斑得是叫我。叫我，体不要打柄。明，此地可有酒泊?

内:没有。

有.'那!fl.有?

内t 前面杏花村。

買:多少路途?

内t 五旦之遇。

刊.'多謝了，我。
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内:多謝我?

羽..多謝了，我米I'~J体， )占京将軍，此事(地?)没有酒。

小z明日早有?

=R.:前田哩nl¥ill字。

ノj、z想;足杏花村。多少路?

有J 一則学。

小:想;佐五早之i語。

刊:不倒。

小 fb米。

[11品]filll'lwJ酒家何処有，牧意遥指杏花村。

干1.:剃了杏花村。

小:小TlÌú'去Yi~酒。

干1.:到知。

タ卜z知|到(辺)。

判..知l到(迫)。体却阿，可有)占升的?

内:汗)~i的。

H:不愉Jt万)占的。此地可有酒史?

内:澗千u有，体;足切F甲.米的?

Iむ我是|明拘 I~.机1-1-\ぅlt捉機的。

内t 紅!娃1115州打猪f向。澗是有，只お人家狭間衣地，ヌf¥尖体内J(吃料。

11.:内只吃制的j包梓?

内z山I?f:1庖相， 3kd常翻弦(煩喧)111同，吃酒不把栖憐，迩有IAニ多|伊|胆l嫁l康的。

刊:イ~，泣~_}，'、L 。

内:一点lt!.不尖。

刊..不実不.'-~，少吋有j占メ住汀ー。府県特:ヌド，酒f(J有，只うた人家衣問衣地，不*我手ltIJ~~也椴的。

小:円只吃秘的伝枠?

干1.:他I庖了酒不姶鵠，活有L午多I~I夢l猿l擦的。特'千ドノト令，我与右Tt.批判米。

ノj、z走。

[11昌]I皮，小下.大胆狗オ。不t己休1'+家府軍!T1之豚，大者等是何等??出l凪附与体。只喪体遊山打猫，惟口同

体抗告良[(;，佑，;g:是月Jf日向令，一小ノト沿功JI賞。的，;g:是述H自令，可司令施行，?f.令施行。

11.者T.， :1:11我起米。 [111:介] 者下.，看我是黄的，迩是 I~ー|的?
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タ卜:黄1'1倶有。

羽.: ~ド破了肝。

タ卜 M.R.。

司:肝胴中11述。

タ卜z怖く死了u作。

有..伯t可uMt州各軍均体没有?

タ卜:未曽月Tj'判。

現[唱]他均到，;t干大MR.狗オ。

タ卜z他是宵体。

有.'均我メ住i泣就構法了尚(?

[唱]不氾~)，J.， 街家 111 ，大老判。

タ卜:大老令。

.13.:大老命何等書河嘱l肘体米?

タ卜z体来。

有z我米，体机不渡米。

[唱]只日同体遊山打脱。

タ卜 fH昔。

羽.:[唱]地叫弥抗告凶組。

タ卜: 良 L~ 。

.fl.: [u局]仇，~:是依日向令，一小小沿功弧亦。

タ卜:升賞。

刊.:[唱]体若是i辛口自令， 名・下利t姑u米。

タ卜故甚仏?

H:屈服旦拙筋。

タ卜w.令施行。

有.'雁米了。
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小:駕住jメl.A劫，杭迫力:大功，IrlUìtt遮1' 1 円，匹.'b定 IJÿ~~， LI:手挽技術，右手 1'.紹〈雌)ワ，余7f.弁明

来(彩)， )本一術総長針。

.H: 11可阿，断了勺。

タト:断了弦。

小z可有余弦?
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刊.'没有余つ，只有小綿ワー把。

ノj、車速整 '~米。

U~，:忙H巴絹(jIj住)ワ，地盤余斗!牢。休初要l明釆(彩)jh"捌。 i孟~J，\l (1免定如ζ" 一戸畑日|旬燥天庭。人人

努力，小小|司心，遊山打猫， m免放鷹，大家兆二H国立存令。

[下]

二十州市 |民

[ 11. ] 

11.: [11首]司可狼心，剥:t衣杉，迫奴改嫁，迫奴改嫁。自l反奴緋命，参娘夜不幸，瓜岡阿南分。他去

投不。ー去分間、1，州奇光内-和信。可・娘不L人手足栄，刈郎不思会ifi友情，岐!情不念生身小;。本作我

寺小自尽，我只1U白思自想、自思付。 lS'等文IJ郎火同l佼)昨)L旧，我把受λ:的究情一一主11雁決)1ー， ;& 

不日q人iLl淋淋。

[淑水介]

[j' I ]米{Ol十宅地， .1'(1.衣淑汁・米。朔川角田刑， j主枠対地下T。

[ 1i '/水令]似法寺:犬n元)'(;，洞梨花I市青型炉l馴返JA威子~固刑。 l世，犬I!JJ~， utn卜.骨，今朝X卜旬。 1:]"':9J

太問 I-H\ ，右体苛冶冴~早l ， n {J~何方。宵l冴，体把若松JT倒，体把;佳松JTif~，千万畳。 l民 (1世)，

iぶ5らの;1月下'寺，惟有i中'i1'i・示貧者-愁，粉粧|山u

仇休:右右-家家家戸戸，家家升戸i斤戸1人日綜京i米』κん〈心。 1岐皮，プ犬t明卿1¥，既起川机不懐ド，弔寺1，卜司~)ïJt不法起凡。 右・我今i氏二娘，

~卜.山是骨，よ己ドx是加。可怜我帯青抱泌，、浮身}令通制。 l皮，蓋失，我今ィよr.此附明"不知!摂要。

我那狼心司娘削知，見我波水則退，不是打就是均了。老犬[uq介]1此，島料，体)'J有姐之哩"

何不展遡jし高見， :~比我学氏二娘，作:此笥 '1'充依元暴\ 0 1/J\ 也 {I~此受円。缶、的交山，何米島狗，

おli守:枯枝俄了戸l践。小.1'(1.身.卜:i只是骨。

内:州路。

11.: [11品]又有行人|刈路科，早扱建1泉旧家去也。

[ド]
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二十HIt¥ ;t↑-地過

[小、司、タト、 .11. 同1".] 合口花

小、 .H、タ卜[唱]任狛犬，放淘:事I~ (宵)， 1語別(1免定如A'，駒内望号力11鞭英':!j;官胞迫。追放11'1免汲井糸，

特我1':1免米j戯掩，特我(1免米i戯掩。

ノl、z小T.体勾我尋情的尋箭，尋免的尋免。

.B.:者T.，将軍特卜.令米，日q我汗!占的汗・j占，汗t.iIi的升舗。

タトz佑¥j主狗入的，商ノト崎:31ミ一小也不帯米。日q弥尋情的尋箭，尋免的尋免。

現z大家尋米。

司、タ卜:[1可唱]公荊叫，士単純nq，名人尋到各人要。公絢l時，母絢l時，各人尋到科人的。

タト宜:尋免尋不凡，尋到ー支箭。

Jl.:将軍好限)J，射椛接娘的原桶早.。

タトz水桶恩。

五1.11:出来尿-A示。

タ卜z水一転。

有:不惜，是水一私J;。情.1'.一決片，把与将軍交ー覚。

タ卜z念一念。

小:箭Jj紹怜(雌矧)情。

有z情。

小:免Jj片1I1下.。

.B.: .T.。

ノl、z岐腕米打猫。

有.'猫。

小:井地遇来。

Jl.:娘。

ノj、z没有娘字。

Jl.: 湊ノト娘モド:iIf'1~~ 、倒;話。

タ卜z抑制。

小:小下.，対那如人世~，将軍下辛力判九万円 r辛， kl:-(I免烹此， nq地M好j庇~H*便嬰，立U~~:不然，

将軍不勾体干休。

有[附]砂f。
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タト:控f。

判..我特?f.Tt十カネ卜，カネ卜，.針。

タト T辛万円，万円:千幸。

刊: j¥f-!:t(免."$.此。

外1'1免。

判.: (1的J:目的介:那早?

タト:守地要。

刊2我不|由利尋地要，lJfyJ場((赴)けJl米便要。如~.・不奈良将軍不与体干抽。

タ卜:千休。

日:点f17列牧民官。

刊:駄到体的，我仏大的免{，只有岡碗。

タ卜z地;是#;兵制t我，列{校長官。

判J 制()iJt;J容f(J米。

タト iM(J米。

11.: [11局]此}'J大路労， -~Ió小浪地，米作人 '1有万.T，小如人只脱出イ民共扱井泉， 那開JJM(J.将軍同周1'1

免I~将u米。多多奔卜.イ~"将軍伶六再舟余不{fj ， iりt小;是打猫将軍，お〈本是扱水灼人， ~:f(J. lìω~使

1lJlwj，不利削米 11自嬰休，イ木削奴家目:心杯。[央介]

判:那婆娘央NlJhk'i'!。

タトz好機涼。

刊:我学小作 f伯(看看，多多，多多，犬多。

タ卜:月1I有昨多多。

干1.:休地我的多，地i亙比我多吏多，多多，多多，舟".小道溢。

タトt 小特!率。

九千年六再舛，一仙人。

タト:ーノト人。

JI.:体一姑到是一小人，我一脆ド不是一倍人。

タ卜:品晶一小人。

判.'臨是一小人，品:仰向米便利削。不利削米.11.嬰休。休，休。休削地的円心杯。亦)山i強娘没穿草t.前

面d;春子，府面打出商ノト梨山(?)米。

タト山I~J米。

小z小.寸。
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.H:有。

ノl、:対那小如人排，没有世附，背水阿去。;g:有究附，情I".iIIs;事一会。将不勾地仲覚。

有:明，婆(，我家将軍悦到品:有究情背水同去。品:元宛情， ìi~奈 rtl日亭一会。将軍与体仲犬。

外:仲究。

刊:不儲是仲究。

11.:将軍受我一礼。

小度。

[唱]挙目斜別，者地不是奴抑.人。

珂:好大常。

小([唱])雪巳天， 1大|佐1'(1衣波井来。体是i仕家j，{.19JII家粋?
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[唱]何人打湾受煎掠，英不是参娘有抗。干よ己有紡，知人何不i古奈郎亭 1'.，明:制此端i羊，併釧悦端i羊。

上1.:[唱]蒙沼若Ii.lJ此像情， jさ品:楚 Xlili怜念。{日pa位大キ11保桁，孔w.肝かljllj~1込妹。

ノj、z嫁与何人?

日[唱]嫁与す心照準刈志増。

有.'我ーヰ山子打初体二天慨日記不明。

タ卜:嚇吃不仮。

有:功不功把我名ー大谷R<J名:'f-:hl:特起米，公牛的席，公tド的問， J主小事我要嫌。

タ卜:不同県。

刊:将軍，那如人功不功把:I.lt大谷的名ニ討iI:特Hi米，公正ド的席。

小:犬ド同名共姓名f多， ド去。灼人体:h何六火之11次地火之知?

旦 [唱]1皮，将軍ヰド是小如H火之政， )道火之畑。 他去部州一十六載，育充戸l'併特問米，将軍，元的

不是サ心知事，文11;，主属。

小:参娘?

1-1.: ([唱J)参娘不本世煎娘。目f拠li辺奴再重婚。 '-11川被水愁元奈， I!免米扶府， 1ぬ米挨!礼会IJ大明。

小:可生JL子?

且[唱]戸生一子{+.肝廊。

小:那里去了?

旦[唱]送往郊外1，通商家多。

小:可有背信?

[:1.: [唱]一去郊外|十六執，杏元内イH特阿米。

ノj、:叫何名字?
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11.: [11品]1此特牢。不削抜JL名f]J!リ可?

小z省Itlj?

11.: [11国]1di fuj按jし名字真門!J.!-円。居予房j心ニド按JL，投有望rr-。只~UI皮ド!蹄米，岐腕名JL是他的終身号。

i主j妥l箆;円有地怜念。

ノト:[lIe¥ ] 1明地，六ぅ!Ei，([妨杯。不由人，珠山j制限。削地按JL今何千b悦起米， L'.:{-I~我分日州地界。

小z小T.， lijj那安l人可制宇迩?

干1.:111河，我特!京ILlj体可以L弁連?

11. : 去iJ知子三。

干1.:不終 ('1')，不終 (IJ，)，只L人仰両小字。京将軍，那女1人只以判両ノト。

小 f.fl)t-二改知。

[11局]11)(，知人。光前i詰体不以L長j恋，我i主早方便法行方。如今既引当4述，イ4t述煩↑IXj危、的，抗出何米。

灼人何不fr.此修ドI"!I信一刻米。我与体物1"')帯， )乙与制t査火削f・米。査M火米火相1m，ILIJ利子米

([ま11只 1 ，那附 "IJ'廿 n4イ~(水不波，肝不扶。波水挨府両去升，断然不受火。既受兄娘害，休流rLl ， 

免1jj杯，免伽杯。

[I' I ]小下.，余もtlJ!匙丹皮桁余丈房V4宝与如人休甘。

下1.:以北送命。我不知地丈民間宝;足什.z\/i~\!Lj，特我米拭t式名下.者。~T.明，名寸l冴，怖く吃根付l矧IIZ;I' I 

了，体述不|虎何点;民間宝。是什仏/i~I) Lj? 

タト:紙、 培、 墨、 硯。

干1.:我|由利了。

タト2 体iさ小タι干。

羽主小ぶI)Lj， !if-大ノト名常，没有水。

タトz抑制常。

H: 1，([地人。

タ卜:引く人。

刊.'不利化。

タ卜:放ノト尻。

孔:体全~o

タ卜可口句。

判可口代就|町口句，什仏放小尻?我米磨墨。

タ卜:把ノト尻股顛什念、?

有..原股不敵墨不米。
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タ卜主是y:.墨。

在:如人ゑ縮。

タ卜:修-p}。

1'1: 11彦根J到就是修i'}，修不到不)iOt是糸消。

タ卜:品是修-p}。

H:品是修-p}。

タ卜:是的。

)=1.: 則火科易，見火地。

I有: メ住。

11.:盟断大河数雁案。

刊:寒。

タト:不要打合。

H:都)腔。

I~.: 早来三天童相公，退米半H鬼門失。

有:瞭， P.意，老干.那如人修~，修到我的熟路去了。

タト:缶、1.，是体的熟路?

刊z咳，鬼n共我到M三問。

タ卜:休是告i1.，主1JM二阿?

乳:我那年利大右情包例。

タ卜z位地。

羽z不惜是1iE泊。

タ卜2 那是雁n失。

刊:鬼n美在那県?

タト2 在閉司里。

弘知t到泣?

タト1 怖く到M?

1=1.: 李三娘稽首内.弾。

百:写起米了?京特'不， ÿl人 -I~信作此。

小:小T，特甘併打往決l年。

刊.-可，特甘イ前I往..g;T大".。

タ卜z明，-p}{古打往失陣。
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小:小下..我i主叩.有伍丙恨[-.把与灼人，叫地晴犬自己担水， ドドhi下河)必人組水。

羽..漉[-.我将軍把五両!~RI与イ~í. 叫弥天H青j出人組水， 卜ï'I~. ド宵自己担水。

タト:淵:佐IJ了。

刊:我是倒俳，地)iOt}l限想。余fリ去。

タト:リIJt-"手授不j青。

羽.:放ポピ胸1.1".。

タ卜:子胸l想、全(キ111司)。

羽:那iiOt放街地ド。

.11.:捌将軍。

小:一朝川去至。

".:栴花柄JL校。

小韮~人見面。

11.: ~41.牢寄 tì英太退。

ノj、:那我知到，小下与那女l人送水。

判.: ~・下..将軍叫体送水。

タ卜:日q怖く送水。

刊:沿腰牌。

タ卜: 前n{r:我眼前，今ni亥体。

干1.: 虫~I今不治腰牌，要起小地規。一字起，十字 1 1-..九字情 'b. 十字送水，数判明F小. iiOt是卿小。

タ卜:数|郷小起?

R:数知t起。

タ卜:一、 二、 二、 問、 五、 六、 七、 八、 九、 十。

干1.:JIii;U米，劫不功佑t把小首(寓:)制11方片側，数我起。

タ卜:悦定了?

下1.:.昨定了。

タ卜:一、 二、両、 三、 問、 五、 六、 七、 八、 九、 卜。

R: 本也是苛幌，数他却i亥我去。数我起，也是該我去。等我米品品君。水桶司可，我把体当小人，一、

ニ、商，体法狗入的，打我的央IP~. 有二就不要両。有両枕不要二。 A人M.ü米，数我起。

タ卜z数弥起，一、ヱ，不要両，清楚明|ぞI?

刊:消楚明|λ|。

タ卜:斗、問、五、六、七、八、九、十， 口(如〉今i亥体去要。
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刊z水桶司，我迩是把体内ノト人，数我起，一、ニ。

タ卜t 口不要商?

.TI.:咽， (不)要商、二、問、 H、六、七、八、九、十。

タ卜t 如今，也fr.是i亥口(体)去問。

羽..数制那ノト就是那小，我品不向舟f，休部我一口(ド)。

タ卜:我米都体ード，那早去?

刑事:柊宋把五両根 f.::k11=!水本・1)~州肝願。

タ卜:郊州没有水府墨，日q体与那如人送水。

有.'是i主等?口(者)T"都我挽ド周。名・下那周人米了。

タト t 小T倣什~?

判:府口(老〉挑担，喉ド特肩，不知往那早走。

タ卜:恋地的脚迩。

.Tl.:口(地)的脚ノJ¥，我的脚大。

タ卜:只叫イn，照，那叫制，::m。
有:那述差不多。送水的米了。

内z送水的該'(，少吋米地面食脱税(悦慌〉。

羽.'右下.，我有面食棋棋〈慎慎〉吃。

タ卜:帯我去I吃的。
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有.'悦，~f想，叫体担水，就是一、ニ、丙。如ノデ有田食慎憐千世利:去I恥，把栃原利:吃吃。 JI~~，吃間食i填悦

的米了。

内[唱]三姑如，倣婆娘， )主JLn水不扱，肝不扶，升料中F.I'.芯:~(}小糊~IIJ同f・米。那有 ttf多附tíIi悌，

家ド人勾我米打。

有皮l瞬時，我的l帽子咽?

タ卜:ゼf.手1'.1:1• 

• Tl.:帯起帽子就是右主的右f。

タ卜 JL子。

.T1.:我好見。

タ卜:見什会、?

有.'比一ノト搬境娘， n~大周毛相， JP;IJ有地仏長。

タト:那有咋民?

丹田:看)IIi面。
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[11日]ヂナ丸元情悦，姑す:1'1椛/:， 口口戸戸二姑如，制損壊娘。JicJLn，水不扱，肝不十失，井ー担キF".悲~U

小翻尖Ip同f米，卿有b午多阿m静。務J:i角年制j楚下.。

タトz楚紛i下.。

下1.:;wi楚不足楚;前主的家公。

外:小T，lì~J小地名問士。

有~下ー，休去。

タ卜}tlllj。

H:我被地打， ，t向了。

タ卜 z 我教号1~\，体把泌尿股向前，他省:M米了，制t机!H胞。

ー11.:;よ令主志t是好的。 H阿，此地什1，地名?

内z沙陀村小地名。

下1.:成物不，沙陀村小地名。

小，b米。

[III~\ ]初叩扮鞭定如ζ。

f1.: 1此，将軍怖く右・米 1-.)ぺ狂，青比大，地".出討I~路x情。将!干:' bJL奔~(J.急，不l頗，bド余.-:.?(。

小 ([11員])1此，小下.。非是特!苧:ゆJL升仰急，不j蝋リド余不。右那知人坐(f.井料市F.".，干fJJ''(.;官倣

写不'q，丙1UYlyl‘。地i見到，早米三犬童相公，追う~半片鬼門美。特不一削此六，↑民不利揃姐X)( ~， 

E到j吊州、|去，査削姓刈人足!牢是民，早早打友，他圧多弁。 f)~1'トド品:充姓文IJ人，要与 ii-灼~e兎;や 1 1 。

[i' I ]郎女|人~f象我来娘。

H.: 仇改良イ1:部川|。

小 [11国]既然不起我来娘，縁何一家大小|司名姓。

[i' I ]炊不仰)L派古人。

l'.: )JII) L派?

小: [II~\ ]妓不利l三刻水，干.祥日卜iJ]<，孟米央竹， f在Jk主t身。月11比古人都地致。伯炊取越氏。[)し，把

先制1。

[ド]

二十六町 阿-p} [生、小子、羽、 r11、タ卜]

生[卜.、ヲIJ肋盟焼旗，不見我児畑。
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子:扱!

生:扱何米?

子:小将軍打猫阿米。

生の附更衣ホIIhl。

手 I~}附更衣ホIIhl 。

小:井地偶]fC遇?)-tl人，父|司名姓 f-/司庚。小;作物他米中II~人， j包奈M:.I-.有賀来，書官参力.制。

生:要了，一労坐ド。

小:特坐。

生:我JL把打猫之事一一切:米。

小:参萎学手県。

[唱]_1-.告父尊O

.R.:披!

生 tR何来?

司:小将宰打猪阿来。

タ卜:多久披了，体作;那(卿?)早.米?

羽:我作:J占早吃澗米。

生:我児悦米。
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小[唱]暦打免児没赴尋，見一益決名女1，売;雰)除去去到沙村。井地中11会一如人，蓬~亦)t.把科l焼損，

JLluJ原|大|。タ家民タ卜;足助的多名姓，同配火灯。

生:嫁与何人?

小[唱]嫁与 7心i在来文IJ。

生:我JL夫1何欲古不六?

小:ー1:有参参虎名作:此，按JL不敢闘犯。

生:天下同名共姓者γ-多，只管制・米。

小:告註了。

[唱]排起那人，与萎若|司名姓。瓜岡分別去投不。可娘辺地作成嫡， tt杯有l.jI.地A人命，守 'I'ill花貞。 M

似荷花出水生。

生:可有按JL?

小[唱]宇.首(再)文IJ家有日，生卜.按JL名叫l佼Il抗

生:按JL明日明去了。

小[唱]司娘二次刷i品目特JL去奇毛布色池内，二叔公赦起，多談実老犬如， TUI力・7l<送 ~fl~~)r)州地。
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生[唱]此事螺腕，地娃何人， JL;是t1E。天下|司名共姓名γ-多，二思市行，再思可失。

小 [11首]心'1'展特I暗猫疑，Jt'l'必有洋和制，岡山双母。 JL{r.J下地帯仰有甘阿，盟望制ml洋和剣。

生:我児何問主t午?

ノj、:未開。

生:日常茶飯。

ノj、:前ft見IJ参参。

生:日常右-母来。

ノl、:参参者1'}宥明(1了。

生:原米是二三娘有t~前米，特我fR升~J\l者， 1皮，革委|好。

[11品]見匂j2，一宇~f:~弓N~主的心夫慮。都只方夫山阻刷 H1iマメ住迫。~~我去不同， ~ド我去不阿，火IJ;;ι

i丞，不倣ソー心Y'X.，不倣γ心以。

小:参参井地中11会是i1E?

生[唱]我的児，円:円:州地ぅ/<:Wリ甚?

小:到底是tili?

生 [11首]I皮:，改付7我児，不削井地事情りlリ可?

小:叫起。

生ìJj:)I!!Jji-地真子~好:円。児tr.'巧地缶、見母，対面不本IIL人，対直i不キIIL人了我的児，井地中11会是JL的来S1~J::.

時。

小:分日州、|世 1..。

生 [11品]郊州堂 1..，1抱郊州泣い娘来。

小[唱]1I)j-参参11米好物心杯，不由人珠山満!偲，ー削参参把日tllj，該JL{f.ぶt手術州，上手知:是我来生母，

-'b双跨扶我娘旧，光的不是痛，痛無我也。

1片:商升孔雀!罪以，米到耐刷台前，右参力.柄。

生:嬰了，接見打猫阿米， 1:C.l昧街地。

市 JL!冴，起米。

ノj、:体不是我的来娘，我要我的来娘。

『片:老守守，此i目A人何桝起?

生:他是稚 f志代，不要町イtl!.的問，好~f-1参扶起米。

~干:児l冴，不是:k娘所生，也;足先娘所赤，ゴrli巧児起米。

生:迩不知干l?

ノj、:按見知罪。



中国演劇-音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究(2 ) 

[唱]月fI'悦嬰肝肪製砕。破鏡衣両rU垂，児作:井Ji1*I/会，脱原|大/，卿知是我来身母。我娘来受孤当事。

生:什仏打扮?

ノl、z接見要会主吃。

生:夫人余米。

古:特我:全米。
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小[唱J1皮，参~接見I~l.q:!.是要茶吃?既有l政娘作此，制:迩削我来娘什1，打扮。我那来娘~~:有|晩娘i主

祥打扮那就好了。参参，只見地身穿;(j:破費衣袖楼衣:様。

生~ん戴什1，?

小[唱J1皮，参参，体)1;免官之人，心111出不明1'1。身./:既元苦言的， ~.I".那有蹴蹴的了。参参，只m

地決挽着口(友?)蓬松，明没斉眉，休明投芥:問。按JL一見地如抑如酔，不由人寸寸刑H五裂陣。

l皮，参l冴，体.(+此字決半受市貴，不氾初学家Fl-:J::0f1帰。

生:先日婿江主将?

ノ1':[唱]先日婿倣火妻。

[白]参参，大男叫什会、名字?

生z叫李洪イ言。

小[唱]恨只恨， et洪伯太不仁，把一小来身妹n旬以蝉。

生zj句奴抑.1Z;伴?

小[唱]奴抑受孤浪。

[(IJ参参接見世起断うた凶米了。

生=休出比六。

小:[唱]若接来娘米到此，按児力.事f貝不1M。不桜泉州ぅjEjiリ此，按児捕死附前l也。

生=労人道児不向。

小[唱]労人道児不肖， i蒔参参忘!G!.負又』山梨不足。

生z 非是我忘恩歩L~足H自安不」型，都只均失山岨I~M ， .~了佳則，脱i'A佳則。

占([唱J)老祭休流'iLl，我児免妨杯。既有系・~lUI: ，何不技仙到此米，舟地方如我:Jil妹。

小[唱]首i娘来大友慈悲。制参萎)i{:投周前。

占z只有来的卿有|此的?

小[唱]悦f判明旦沼米了?娘，抜JL--.:朝山決別比，不Jt母来所非， 19JI¥有今円了。娘悦什岳、地是来的

体是lぬ的，来的|血的，;句児有・3存甘腕一般ヂ::}I間。

生[唱]特米朝~n(，差旧則。

小 [唱J1皮，参参事創立11今，体迩拝什念日子。休~{差15リI'::IJUJ 了。書官参，也免f(日則自来命 1 1.2& (前)タ。



86 

望号ま参及土井登科，英太退。机我娘脱寓了虎口之地，也免11，J弥按兇早思;詳想，思意念意了。参参，

怖く按児恨不利折i瑚双見。

生zι到明l早?

ノl、[唱]沙陀村地，沙陀村地。

[央介]

同1'1:1皮， /如如， ~[1。

/二娘，我妻。 l皮，長， 1的。

/母来，我娘。来娘。

吋
E
E
d

tn' 

r
E
L
 

二十七州 防局会 生

11.: [IJJ首]思量命運，迎逢兄娘!古，不幸参娘早琵，偶遇狼時司娘，辺奴改嫁是奴不A人，他机没ド千三

条時も|ー。ーも|・逝奴投河自湖，こも|・迫奴改嫁他人条il・策週奴， .1..現官皇室没， ド脱誘~補， nfiiJ 

淑水|晩米扶府，我只ね伴;{j'府JL媛媛挨， t失府得火米。我右腕房JLfji=物flー， M.比奴家JLノト人米。府

児M-比我那参娘，姉2夕立J 比狼心明党ll ， j主交 f好比我与刈郎。光被附児府ド米，Y..被姉~打昨i刈 )1・，

打利奴火不能見妻子不能見母，重畳畳，砕紛紛，去IJ被他イI'J打ド米。井地淑水与特牢，我先E!~年?p.

年記昆小，到有一):.\1二徳之心，仙与我方便把甘;~~，見与我査火削 f米。査仰火米火キ"JJC.， 1i:IH¥}" r・
米時 f凶|只|。那HJW管叫我水不汲肝不挨，汲水扶府丙去汗。断然不受火，自党兄拡n!i-。

[I' 1 ]扶肝平山打睡-H'J。

~b [.1".]忠世紛紛):ょ烈品抗如制IIド踊街。前川桃柳依然街，尽是文IJ郎来手却し米此己完防局，只

w.n.1J11制，制 1-.))11封，想是洪{古削知俺刈商問米，特妹 f桜同家主・，也未可知。iE是他既回心，

我使嬰休。fAfJ.J良15開始寛仇，不免特?T.)b下凧ql，明円再倣滋段。

.11.: 1皮， 品時。

生:米l凶行定二五歩，忽月fi.麻Jl.J日月ι-戸。想是三娘迩:(t:内面，ね-我IAF'正一労， I肝地世f的什づえ。.iE是若

知他人心腹事， .ll.wJi.地的口夫河。

.11.:米金;的不明，.H Y6縁何不ド山，施111)(当，信仰不1~1覚。

[唱]↑~~消不扱暁，恨<í>:消不振暁。

[1' 1 ]此処又元州城}1:j品，那有克鼓之戸，当初きまきま尚到，汗院c;乙)守Ijl米往官民到此也未何(有J?) 

知。
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中国演劇・音楽の成内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2) 

[唱 J iT.是正大悦嫌夜知，収実↑良夜更長。明f.tí(除)楼花鼓捌j胤， 7d訓告)-j~侵入行。|皮，犬)-jYe，体的

光明{~卜ー照>bi'ド士。仇:担川従;bJ・市栄之家，火11局如随，有ノト好交上。イ~J，，{，n!i民 :{;)'i命二娘， 1皮，月光嫁

何不去間同堂。明|此|出義踊踏，倫偏J!~{E虫J(身 1'. 。

[介]

又明仰強某タ卜路児|・，特象有小人行路。 l此行路之人，怖く;品:是出 {-t足以IJ可， .品:是タu且之家法

等夜尽吏深，ーノト人作此行米定去，定去行米，者特起，也与我学氏一三娘差不多，↑R刈郎一去不

同米。|皮，刈志通天熱的，当初萎参悦到，.lbT!市'1'I性原岡米， m体美観賞常，二叔特奴配与体，

只望弥有ノト好処分~#tw.奴家。 )~j11知一去畑州不阿米。早知今円，悔不肖初。悔?竹初倒不如情断j品，

出、断情，思情両ド分干ゆ。

生z断情不段情，三娘快Jff1.

主1.:寄娘，我夜此挨府。

生z 不是苛娘，是イ~，故友阿米。

旦z タ卜面人差失，見(-以有l'改ふ:。想我的地之家，是明~rn.米的.，，次ぷ。

生:三娘不必暗清疑，十六年前刈i可同。

I~I.:既是刈高岡米，体就把往 rl之事，制此一帯。

生=-~良月rj-j説。

[唱]地寓数戟最致依然作，1'1前桃相11依然街，尽是刈高来乎来日。府民特;iJ)b腐米，只凡打楼倒均、，両

廊下瓦砕企挨。想、是刈問我出JIi，以前立f酒元オ， 1大|此.1'.克人米控イIj0 

1:1.:眼前之事， .H1介、不知，那十不|出?体我l郷里分別H可?

生[唱J1皮， ~とi娘妻。不俳起分別則可。

iL:時起。

生:[唱Ji井起分封IJ真4~h'l'i ， 怖恨大男狼心，関母元情，将澗幼利況況而酔，命我右・守山 lìf瓜|珂，只

望我遭瓜精之口。日t知車省反j盟我子， I大|制利市， 1大If.品料世，二娘事，尚〈我分則子I~瓜問。

leL: 日前。

生[唱]日前見体有甘到。

旦:J::写什久?

生[唱]一1.'.写省 JL般受品'JL股火，迩有叫多!品不11変。

el.: [唱]既知到(辺?)， Jし般受;4'JLt投火，繰何一去不同米?我m休!J1nx，心Il元特タ，心Jj治判ーグ。

生[唱J~I"是我見 nx ， 心Jl弱特ダ，心腕特タ。都只1'1 'Êl司有者，制守地境地。要米，我山是不利米。

[1士IJ二L岳丈何点?

11.:迩点。
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生:好時。

[u~J 本蒋N!品人迩fl~，刈商問米。品n主不作:，我今特郊外|地点政]人利 'b 。要把李家庄.1..平IlH~i品。

11.: [11品]1皮， 昨日索。

生 [11国]1民娘妻。光前没有刈高岡米，煩似1憂慮、狸所.~然。如今既有刈高阿米，仇t述煩似if忘的，

t)t};~何米。三娘妻， ~鵡版』肌愁 11 放升。〉次〉次空啓子T日中ILhl ， ~f.投情忘丙去升。

[1'1 ]叫判明1'1，二娘万一円。

，11.:側地司娘余去了。

生:水仮;包杵ftH珪?

.11.:氾ftJ)iOt送_);1，(。

生:不氾判。

11.: 也不知俄了多少。

生: :ì本等 λ-娘二~I江，特我特卒Ot b下:rrn111，明日再作泊盟。

11.:行路之人，迩不快走?

生:f忘~\快走?

，11.: 既是刈郎同米，往円英雄那早ま了?

生:不iJt起往円英雄則可，一俳起往円英雄，我机打ドf1米。

川 11.慢!有官元官?

生:有官;包杵，元官如何?

11.:有官打川]米。元官， )五不知道我司娘的房'苫。

生:不胡・起1fj(可娘りlリ可，悦起制t可娘似iれJ我恕ぷ明 1 1牛よ1.，那.t~1制i尚侠壁円。

[打n介]

[1' 1 ]二世良保那旦?

11.;刈郎作那収?

(同l'1) 1此火/安|好。

(生[唱J)多年不見，常杯1+欠(硲:)，我謝;皆犬。今|ぬ火妻童相会，花削重升刈再開。

Ui戸]黄河尚有澄消円，出可人元仰逗吋。↑同情英与タト人知。

11.:刈郎不まiJ老了?

生:二娘体的存j瀕究了。

11.:紅粉佳人(1了失。

[央介]



中国演劇・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究(2 ) 

二十八什i 抹 y!長 [ (q~、川、生]

汀ト u二唱]黄持夜，黄F平夜。二妹 f房早人悦問。捉也不好捉，余也不~{余，随地便嬰，随地便嬰。

[1'1 ]三妹[-，円色多布。迩不起米1Ji水?

1'1.:体家老婆告;的不担水?

ì1~: 挨勝。

旦:佑t的老婆告;的不検府?

(1干:日意，只伯是城陸府早鼓，斗天不打没亦、招打、Jl良、打出一条牛米了，文IJ~f1火，ぷ宵・仇(。

生:育札何米?

i1~: )N茸怖く倣了官。

生:没有倣官。

汀~:只伯倣了点把 (11目)。

生t 官只有大小，没有)，人"‘J川i

汀F勺:佑弥〈当真没有倣官?1';在~，我削 i辿ヰヰ:二妹一f。二妹子ぷ首〈胃:)体。

上1.: 育:h人何ぅ/C?

ゆ:刈如火倣了官， )J~再利く倣了火人。

11.:明日小静的?

汀~:文IJ如犬静的。

EI.:刊:我対米。

ゆ:慢些，仏:可可・的問対不利，一対杭悼了。文IJ如火体円高没有倣官?

生:没有倣官。

浄2 没有倣官的活，我只十円要勾体問:り!長。

生:自己的郎男有什仏販rr'?
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行十:没有朕算?三妹 NH了嫁枕是体刈家的人，体1'1づ1~1'1・l十六年，二妹 f点我家nち了十六年附i反，一

年只算一分保[-，十六午只針:体十六分促[-，令íRIづ~。

生:我也有lj(長野我作郎州、1+六イド，一二妹 [-{H/j，家!P.， 円lilJ波水|胞米挨!持， "1円淑水rr体」分iRI，

l血米技廓也只針:尚:斗分恨{，那i畏f抜我。

冷主ノトl限界不利，我迩有y!佐野，利t活的利我一匹'b去了。

生 :'b迩千1-:0

J争:持了一般'b毛針一分i投f。

生:向ーI-Ii・瓜同分布ニ妹f名卜，己主体家ー十六年，一粒瓜 f只:ff.一丈怯。
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ゆ:我把田'~毛-111:悶断，一械倣商根，体要技我。

生:我Je瓜f削汗枚有二枚，休:余恨 f技我。

ゆx.喪抜体?)本ノトI~長我不針.，我去併体。

生川¥[礼去作?

(1f: 起1.収去fh

生 iJ;我不心。

(h }fifIfl.去作。

生:官我不;{i。

(1f: 占・参前回去f件。

生:一?法i志-官我不;{;j'o

Jめf争払十勺: 山有小九小3火k的ぺιZ.守待寺管千何リ4心~:悦休〈。 侍状， 待状。

川:可:m.那(卿?)m.去?

(1f: 不fiT，汁Ifl枕抑到泊失知人。

11.: 自己的妹f元妨，司司与我搭特ー状。

ゆ:行他什-2，? 

11.: fT他地袋不l版。

ゆ:は句l!iM不通。

11.:似与我行状，我把一包吟仮， V4ノト凶苧:;Y-J:制捌体。

ゆ:一包冷仮V4小凶市:粧，把可 f4作一条牛，体j五是牛的妹f。f与状，特状。

11.:刈郎，我可司f与体去了。

生:汀-院(兄〉千r'l'就是均1.人。

11.:述要宥先人分.卜.。

生z黄河内有澄消円。

11.: 出可人元利混同。

[ド]

二十九州 待状 凶 民(I民i) [生、沖、末、 11.、小、~.、子]

ゆ肝坑;所官到，忙把状米竹。若是令制准，紅n~~照。;g:足f与不准，~鼠拠地仕，焼れJ有皮又元毛。

内:島MtF~~叫，不;足打枕是吊。



中国演劇・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2) 

{q~: 島梢?113た叫，同去不併，同去不告。

内:洪イ青侍状打問~，慢i且別人笑，机是自己的妹子山地笑的。
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汀~:特状打阿~，慢i且別人笑，就是自己的妹 f也要笑的。不惜，打死也要特他ー状， f守状， f守状， nlJ 

見者待。

手t 我不是者等。

H~: 劫[，是何人?

手:我是息求班。

汗浄?勺: 粕休v作(:許f弁f

手z姑五IT:名f.J息京班。

Ì'1~: 老守幸夜明旦?

千:{-f.后堂。

冷主梓吋候迩千七bkJ-.，伯i去叫他州米，二銭 <T)保 FtT1雪崩，不打除敗。

子z老今寺升堂。

生:告状人，面朝夕卜脆。

浄:老今寺児不何我?

手:佑t見不利占有寺。

生:状紙1..米。

n~: 一家人吃帝口索。

生:もIf米。

i1十:学家rtl..一条免。

生:北宇不立{-，打。

沖:不告，]1・口就打。

子:打官房副t要打。

Ì'1~: 打官房副L要打?

子:打得多蔵1!~\多 o

Ì'1~: 就打。

手:一，二，三，P4 ， .fi.。

生2 もIf米。

ゆ:参参名手太公，生ノトk児元嫁交上，嫁小老刈兵灯労。

生:労 f不女(，打刃L長。

子:打。
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冷:不作，不特， X要打。

手z打ーn鼠1:犬。

ゆ x要打， 打法・迫。

手2 六，七，八，九，十。

生 w米。

浄作n.吏特同米，打破了男母的秋紅送。

生送什佐、?

ゆ:送則。

生:拘イ也吊布IJLjJM。

子:吊起米。

ゆ:吊i1il米倣什-2，?

乎:省令m悦tf守状有功，グ|・体ノト吊官， 吊起怖く市他。

i1t:グ|我什1，吊官?

*:[.1-.]黄河尚有泣消円，出可人元iUJ孟同。

i1t:二叔体米了。

米:叫{古方何吊f十.此削?

汀冷1: 我3米~毛叶f特守竹文刈リ似虫如H火的状， J培主イ小、老守等守見我?符守状有功， グ升升|ト.手手我見一小吊官。少附吋.特将将一伯仏休t吊(，存f

〉水4ドい〈心: 制休仰(引|胞出脳f択仰!リJJ法主小ι俗是I明卿目卿F一小?

ゆ )i小九小~的名・答。

米 j~Ot是刈虫n火。

ゆz 机是刈~rL人;74叔只伯要町村。

*: 町村以久。

汀t: ニ叔与我叫/ト人情分卜.。

木:只't~1忘杯了。

月十z我把ノト暗号与体。

米:什仏暗号・?

汀t:ニサ4宜写是什会、宇?

米)11字。

ゆt 叔f労迫力11本字?

水: j~是似品4 。

i1t:我ィ4:タ卜面叫尖川倣，1n，就t己仰。



中国演劇・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2)

米z右・体的油化如何?

汀'~:主化是M.的。

未z与我通東省令守，体泊二岳丈己到。

手z巣老帯，二岳丈己到。

生E 鼓原中11迎。

[吹介]

末z 恭喜賢婿~鰍同米，可耳可促。

生:托耕三岳丈梢庇。

浄z丈-川搬。

末23句何柊洪イ許吊指lili廊?

生z他不念兄妹之情。

米:述要看点先人分.1..0

生z来，格男今寺放ド米。

手:原来是男今寺，放ド米。

{1~: 刈如火尚，ÝJ不志城(城)，体倣了官，Y..世十什仏、没有倣官，把我ー吊起米好者。

生E 情合家出賞。

[出世笑介]

小:母来i主是何人7

.1].: Jj是男帯。

小:者刀米。

[吹介]

浄:三叔救命，我要失。

米~不在頚.1:?三叔只伯是間物不ド了j、L。

末 Jj是11$タト甥。

持~:就是我家老婆.ti;仕色池的l皮!肝郎?fS'我被作興善的架n嬰他ー擢，タ卜甥)t澗溜持刀糸娘開。

ノl、2 体不仁米，我不文。

f1~: 放怖く娘的大臭屈。

末z洪情同去整酒賠礼。

河川特我米抹狩科宥，文Ij~n火一小，ムi妹 fーノト，切!Mtk人。

末:岳民火人。

ゆ:制i氏岳民不是ー枠?称名・人家倣附特"'有ーノト人我不拡i。

93 



94 

米郷小不抜。

ゆ:那小小出材。

?/<: 干与問。

生:送:cl。

[r吹介]

([(IJ) .11.古(再?)一家来雌，か:);:}j青香np謝.1:益。

[1次介]

(終〉

公元一九七九午)¥}:J 殿武快刻印
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中国演劇 ・音楽の域内・域外における発展 ・伝捕に関する現地欄査と文献研究 (2)

Z圃圏... 圃腿園蝿恕圃回復聞

「江西省の九江青陽腔白兎記」第一頁
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1" . . ~ ! 

「江西省の九江青陽腔白見記」最終頁



中国演!~IJ 音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2)

近世田;本における唐音唱詩の興隆と衰退

中園芸能の域外伝播の一例として

斯文的なものと方言的なもの

m.後編、域外編

かつて東洋の漢字文化闘では、「斯文」と「方言jという明確な対概念があった。
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加藤徹

斯文すなわち「この丈jとは、『論語J子1p簡に由来する言葉である。「文」は狭義では棋士で書か

れた古典文献、あるいは漢文という書記言語そのものを指す。広義では儒教的な文物制度や、学問や

道徳を含む文化全般を指す。

「漢文Jという言語学的概念に、儒教的な価値観のニュアンスを加えたものが「斯文」という呼称

である。

漢文の「方言」の意味は現代よりも広かった。同ーの民族語・の内部の方言だけでなく、現代人が「外

国語」と考えるものも「方言」に含まれた。

斯文ないし漢文が、通時的・通域的に普遍的な価値観をもっ書記言語であるのに対し、方言は、あ

る時代のある民族集団(エスニック・グループ)のローカルな音声言語を指すことが多かった。

江戸時代の儒者・木下順庵(1621-1699)は、来日した朝鮮通信使との漢詩の応酬の中で、次のよ

うな詩句を詠んだ。 [!HII

相逢何恨方言異、 相違いて何ぞ恨みん 方言の異なるを

四海斯文自一家。 四市:の斯文は自ずから一家なり

日本の儒者は臼木語、朝鮮の儒者は朝鮮語、と、それぞ";fLの「方言」は違う。会見しでも互いの音

声言語では会話できない。しかし、残念に思う必要はない。中国本土も含め、全世界のrJUi文」はみ

な同じで家族同様なのだからーーという意味である。

現に、木下順曜は、朝鮮の知識人を相手に、 i英文の筆談や漢詩の応酬という「斯文J的なもので意

思疎通ができた。

たしかに「斯文」的なものは、普遍的である。八世紀の李白や社甫も、十七i世紀の木下}IJ断IEも、そ

して二十一世紀のわれわれも、漢詩を作る場合は、「格律jすなわち平灰や脚韻などの配列規則を守

らねばならない。 時代や国籍、母語の種類を問わず、漢詩を作るためのlレールは決まっている。
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現代の北京語の漢字音も、日本語の漢字音も、漢詩の「平灰Jr詩韻」などとはかけ離れてしまっ

ている。北京語を母語とする中国人も、漢詩を作るためには、日本人と同様に、平灰などを学び直さ

ねばならない。自然言語として身につけられる「方雷」と違い、「斯文jは後天的な学習を積まねば

習千尋できない。

漢詩の読みかたにおけるこつの引力

かつての東アジアでは、「斯文J的な文芸・芸能は高尚だが、「方言J的なものは通俗的で品格が劣

る、と見なされる傾向があった。

京劇でも、「斯文」的な発想と通底する「中州韻」に基づく韻白は高尚だが、「方雷jそのものであ

る京自や方言白は下品だとされた。実際、京劇では「帝王宰相、才子佳人」を、演ずる老生やi~r衣はi'明

白を使い、庶民を演ずる丑や花旦は土着の言葉を使う O

器楽でも、「斯文」的な楽器である古琴(七弦琴)は漢詩を唱うのにあっていたが、「方雷J的な楽

器である胡琴(現在の二胡や京胡など)は、各地の方言の声の高さにあわせて、楽器の音向も材質も

まちまちで、あった。

現代の中国音楽の演奏家も、例えば千年前の漢詩の楽曲を、五百年前の骨置品の古琴でi;j~ くこと

は、企く問題がない。斯文的なものは、通時的・通域的普遍性をもつように作られているからである。

しかし、現代の京胡(甲高い北方の方言にあわせた高音の胡琴)で、現代の掬・劇(広東オペラ。京

劇よりも低音)を聞くととは、同時代の楽器と音楽であるにもかかわらず、原理的に不可能である"

古零系は「斯文J的だが、京胡系は「方雷J的だ。古琴という楽器は、日本や朝鮮など外国の IWi

文」文化閣にも広まったが、京胡は、中国圏内でさえ北方的なエスニシティが強すぎるため、南方系

の芸能ではあまり使われない。

日本では、漢詩と和歌を総称して「詩歌jと呼んだ。「斯文J的な漢詩が上で、日本一閣の[方言」

的な和歌は下であった。

斯文的なものと方雷的なもの、というこつの引力は、かつての世界にはどこでも見られた。昔の

ヨーロッパでも、ラテン語文化的なものと現地民族語的なものの対立があった。イスラム閣でも、南

アジア文明闘でも、グローバルとローカルの二つの引力のせめぎあいという文化的現象が見られた。

ただ束アジアの場合、「斯文」的なものの中心である漢文が純粋な音声言語ではなかったこと、漢

字は表音文字ではなく表音表意文字ではなかった点が特異で、、そのことが東アジアの芸能全般に決定

的な影響を与えていた。

漢字文化圏では、盲人や文盲(非識字者)の漢詩人は、原理的に存在できない。古代ギリシャのホ

メロスや日本の蝉丸は盲人だ、ったと伝えられるが、盲目の李白や社甫は考えにくい。

そんな中国でも、「方言的なもの」の世界では、例えば胡琴を演奏する盲目の楽師などが活躍でき

た。

東アジアにおける「斯文的なもの」と「方言的なもの」の二つの引力のありかたは、世界の他の地
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中国i寅IllJ.音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2) 

域にくらべても特異である。その特異性は、芸能の域外伝播についても、大きく影響している。

漢詩を訓読で読む理由

筆者は、中園芸能の域外伝捕について研究している。今回はその一例として、漢詩の読みかたを取

り上げる。

漢詩は、作り方は「斯文的」だが、読まれ方は「方言的jである、というこ面性をもっ。

例えば、日本人は漢詩を訓読で読む。朗読だけでなく、詩吟のときも訓読である。字音直読で漢詩

を読むことはない。私たちはそれに慣れているため何とも思わないが、外国人、特に中国人はこれを

奇妙に感ずるようだ。

例えば、中国人研究者である張競・明治大学教授は言う。

[日本の漢詩文の消化の例として訓読があります。来日したころあれには驚きました。漢詩は原文

で読むものと思っていましたが、日本の訓読に通底する独特のリズムに不思議な感動を覚えまし

たJ[11:2] 

張教授の疑問を筆者なりに敷桁すると、次のようになる。

日本人は、漢詩を作るときは「斯文」的なルールにしたがう。日本漢字音に平阪の区別はない。し

かし漢詩を作る日本人は、懸命に平氏字典を引き、この漢字は平字、この漢字は灰字、と暗記する。

漢詩の脚韻も、日本漢字音ではなく、伝統的な静韻の規則を守る。日本人が漢詩を書くとき、日本語

の慣用表現に引きずられた「和智Jというミスを犯すこともある。なるべく和留をなくし、文法的・

語法的に正しい漢詩を書くため、昔の日本人は心血を注いだのである。

その閉じ日本人が、いざ漢詩を読むときは、一転して「和習」会開の状態になる。漢詩を中国語で

読むのでも、日本漢字管で字音直読するのでもなく、「漢文訓読jという純然たる日本語で読みくだ

す。当然、中国語音で漢詩を読むときとはリズムが変わるし、 i英詩の脚韻の妙味も訓読では味わえな

し、。

日本人は、漢詩を作るときは「斯文J的なのに、音読するときは徹底して「方言」的になる。その

ギャップの大きさに、張競教授を含め中国人は戸惑うのである。

日本人は漢訳仏典(いわゆる「お経J)は字背直読する。しかし棋詩は、音閣の奨を味わうための

「詩吟」においでさえ、訓読で行う。考えてみれば不思議である。

この理由の分析について、筆者の見解は後述する。

日本における漢詩字音直読

張競教授は「漢詩は原文で読むものと，思っていましたがj云々と述べられたが、日本人が漢詩:の原

文を字音直読することも、まれにあった。

例えば、『和漢朗詠集J巻下「祝」に収録されている唐の謝値(? -643)の棋時の句
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「嘉辰令月歓無極、万歳千秋楽米央J

は、雅楽の朗詠では、訓読ではなく、漢音直読で、

「かしんれ い ぐ ゑ つ く わ ん ぶ き よしばんぜいせんしうらくびゃうJ(以

上、旧かな表記)

と歌う習わしとなっている。ただ、例外であるこの「嘉辰」きえ、勧学院の学生は二度の漢音肱読

のあと、三度目は漢文訓読で詠じたという IFkilo

かん っ
この詩句を漢文訓読で読み下すと「嘉辰令月、歓、極まり無し。万歳千秋、楽しみは未だ央きず」

となる。

もう一つの例外は、江戸時代中期からの「近世唐話学」の興隆と、それに付1随鑓する漢詩の「周

続」 のi流庇行でで、ある。

江芦時代の日本人は、漢詩の詩吟は、従来どおり訓読で行っていた。しかし、中国伝来の歌曲の旋

律に乗せて漢詩を唱う場合は、訓読すると原文の数倍の長さに伸びで「字余りJになってしまうため、

当時の中国語の発音(近世唐音)で・漢詩を唱った。具体的には、東皐心越禅師 (1639-1695)に始ま

る琴学や、調之駿 (1617?-1689)が伝えた「貌氏明楽j、長崎来舶唐人が江戸中期に伝えた消楽など

のヰl医|伝来の楽曲の歌詞は、日本人も訓読ではなく唐音で、直読で、唱った。 [iH)

近世日本における「唐音唱詩jの流行と、それにともなう音楽文化の興隆は、東アジアの芸能の伝

掃を考察する上で注目すべき事例の一つである。

日本人の唐音唱詩の伝統は、東皐心越や貌之淡のころに始まり、約二百年続いた。明治二十七年

(1894)、日清戦争が勃発し、中国語が「敵性語」に認定されると、唐音唱詩の伝統も終わりを告げた。

ただし、蔚音唱詩関連の文献資料は、今も豊富に残っている。

以下、唐音唱詩の一例として、李自の七言絶句「清平調三首」を取り上げ、日本人の中間芸能の受

容の特徴について考察する。

江戸期における唐詩ブーム

よく知られているとおり、江戸時代の日本では、明の李懇龍 0514-1570)の編纂とされるわ者詩選』

が人気となり、糊刻が重ねられた。それらの大半は、漢文訓読によるもので、あった。

李白の七言絶句 fi青平調三首」は有名な作品だが、行論の都合上、原文と、漢文訓読による読みか

た(現代かなづかい。字音はカタカナ)の例を以下に示す。

雲想、衣裳花想容。春風梯櫨露華濃。若非群玉山頭見、会向洛台月下逸。

くもにはイショウをおもい、はなにはかたちをおもう。

シュンプウ、カンをはらってロカこまやかなり O

もしグンギョクサントウにみるにあらずんば、

かならずヨウダイゲッカにむかつてあわん。



中国演劇 ・音楽の域内・域外における発展・伝婦に関する現地調査と文献研究 (2)

一校濃艶露凝香。雲雨基山在断腸。借問i菓宮誰得似、可憐飛対局傍新粧。

イッシのノウエン、つゆ、かおりをこらす。

ウンウフザン、むなしくダンチョウ。

シャモンすカンキュウ、たれかにるをえたる、

カレンのヒエン、シンショウによる。

名花傾国両相歓。常得君王帯笑看。解釈春風無限恨、沈香亭北情附干。

メイカ、ケイコク、ふたつなカfらあいよろこぶ。

つねにクンノウのわらいをおびてみるをえたり。

シュンプウムゲンのうらみをカイシャクして、

チンコウテイホク、ランカンによる。

江戸時代の漢詩の本一例として、 『唐詩選

画本j[剖5)の「清平調」を示す(第三首の部

分。右図)。

江戸時代の和本なので、現代の日本人が見

慣れている明治以降の漢文訓読のスタイルと

は、少し違うところがある。

このような漢文訓読と並行して、江戸時代

中期からからは、唐音朗読や唐音唱詩のため

のテキス トも刊行されるようなった。

『規氏楽譜』の清平調

江戸時代の初め、明固から日本に帰化した

貌之攻 (1617?-1689)が伝えた「税氏明楽J

は、当初はあまり広まらなかった。

貌之咲の曾孫である現時(?-1774)は、

自分の家に伝わる明楽を世に広めたいと考
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え、明和年間の前後に京都に居住し、百人以上の門弟を育てた。1768年には醜氏明楽の歌調と楽譜

の本である 『規氏楽譜jも刊行された。

明楽は、上方の公家や大名の支持を得て、 一時はかなり流行したものの、制陪の死後、急速に衰え

た。明楽は、江戸時代の日本としては大編成の楽隊を必要としたこと、楽|嫁のレベルを維持するため

の費用も多額であったこと、明楽の楽曲は荘重で優雅な古典音楽であったが、それだけに庶民層の支

持を得にくかったこと、など、さまざまな理由が重なった結果である。
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昨 Jムh 明楽の「清平調Jの楽譜の一部を示す。歌詞の右横， 
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に、カタカナで唐音の発音が書きこんである。

明楽の流行は短期間で終わり、貌陪の死後は衰えた。

とはいえ、絶滅したわけで、はなかった。

姫路藩などでは、幕末まで藩の財政をあてて明楽の演

奏を維持していた。また、明楽のメロディ ーは、本来の

楽隊や合唱隊によるスタイルとはかけ離れてしまうもの

の、独奏や独唱で再現することも可能であった。

例えば、津島北渓 『高岡詩話J(高岡市中央図書館)

によれば、文政九年(1826)に、茶人として有名な八

橋売茶(売茶翁)が高岡(現在の富山県高岡市)の広乾

寺へ来寓し、明楽の歌曲「慶春楽J(おそらくは「慶春沢」

の誤記)を演奏した。地元の住民で入門して明楽を学ん

だ者は、十数人に及んだ。この他、愛知県知立市の無量

寿寺にも、八橋売茶ゆかりの明楽の楽器が残っている

(以上は稲見恵七氏による調査による)[tl刊jJ。

本来、オーケストラ編成で演奏されるべき明楽は、江

戸後期には、サロン音楽的にスケールダウンして伝承さ

れていた。

明治時代に入ると、明楽の楽曲の一部は「清楽」に吸収され、「明清楽Jと総称されるようになった。

一例として、明治10年(1877)刊の清楽譜 『月琴楽譜』に収録されている「清平調」の楽譜を以

に掲げる If1.710

明治以降、さまざまな清楽本

が刊行されたが、それらに収録

されている明楽「清平調」の楽

譜は、江戸時代の『貌氏楽譜j

とくらべると、リズムがずれて

いたり、メロデイ ーが崩れてい

るところカfある。

明治の消楽家は、いちいち江

戸時代の明楽本を参照していた

わけではなく、それぞれの流派

に伝わった明楽の旋律や歌調の

発音を、楽譜本に記録していた

のであろう。
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中国演劇・音楽の域内 ・域外における発展・伝播に関する現地閥査と文献研究 (2) 

テキスト・クリニックの立場からすれば堕落であるが、ローカリゼーシ ョンの視点から見れば、外

来音楽の日本化のあらわれの一つであると見なすこともできる。

中国本土では、明の時代の音楽についての楽譜資料は、意外と少ない。日本に残る「瓢氏明楽Jは、

中国本土の研究者にとっても、中国の古典音楽を研究する上で貴重な資料となっている。
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ミンハアキン クヲリヤンスヤンノ、ン

ジヤンテキユンワンタイスヤウカン

キ アイ シチユンホンゥ、ヘンヘン

ヂンヒヤンテンポイランカン

『唐詩選唐音.1i青平調の部分

唐人の二つの意味

『唐詩選唐音』 という書名は、暗示的である。

「唐静Jの唐は、唐王朝の時代を指す。しかし「唐音Jは、 唐の時代の発音、という 意味ではない。

長崎の「唐人J(海外に出た中国人)の発音、という意味である。

現代の日本人は、呉音は三国志の呉の時代の発音ではないこと、 i英音は前i莫や後漢の時代の発音で

はないこと、唐音は庸の時代の発音ではないことを知っている(国語の知識の不足により誤解してい

る日本人も多いが)。

近代以前の日本人の国語理解や漢字理解は、暖味でおおらかで、あった。

同じ「唐人jでも、李白や杜甫は唐王朝の時代を生きた「唐人(とうひと)Jだが、長崎に来舶す

る「唐人(とうじん)Jは清国人である。両者の唐人が全く 別であることは、江戸時代でも学識者に

はわかっていた。

しかし、江戸時代の日本人の「唐人」は意味内容が暖昧模糊としていた。朝鮮通信使の一行も、一

般の日本人は「唐人」と呼んだ。
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中国演劇・音楽の域内・域外における発展・伝播に関する現地調査と文献研究 (2) 

『唐詩選唐音Jの「唐音」は、長崎の唐人(とうじん)の発音であり、李白や杜甫など唐人(とう

ひと)の発音ではない。しかし当時の一般の日木人が、どこまで二つの「唐人」の区別を認識してい

たかは、疑問が残る。おそらく当時の書障も、そのようなイメージの錯綜を計第の上で、『唐詩選唐音J

という題名にした可能性がある。

明治以降のことであるが、清聞の音楽という意味の「滑楽」という日本語は、しばしば、「滑らか

な音楽」の意であると確信犯的に読み替えられることもあった。昔の日本では、このようなことは珍

しくなかった。

清僧士然伝「唐詩五七絶譜J

明楽については、今まですでに日本の国内外の研究者による先行研究の蓄積がある。

一方、幕末の日本で唱われていたとおぼしき「唐詩五七絶譜J0青侍.士然伝)については、先行研

究はほとんとやない。[1I:!l1

偉士然は、詳しい経歴等は不明の人物だが、日本の煎茶道ではテキストの一つ『茶具図MU(1830 

年刊)の原著者としてその名を知られている。

上掲の図版は、旧・波多野太郎氏蔵本の『観生居月琴諮j(1860)の「消平調」である 111:101。原告

の刻字の両脇に、手書きで、唐音のフリガナと工尺諮の字剖が書きこんである。
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博士然が伝えたとされるこの「消平調」のメロデイーは、管見の及ぶ限りでは、後の歴代の清楽譜

には受け継がれなかったようだ。

しかし、伝来当初はたしかに日本でも唱われていた。上掲の、波多野太郎氏蔵書に、当時の日本人

によると思われる唐音と字割の書き込みがあることから、そう推定できる。

日本の清楽と台湾の詩吟

筆者は、 f~よ士然の「清平調三首j のメロデイーに近い楽曲が中国に残っていないかと守うか、調査を

行った。その結果、現状では一つだけ、やや近いものが見つかった。

台湾の伝統的な詩吟で、「天績調」による「清平調」の吟詠のメロディーで、一部に似た旋律が残っ

ていた。

以下、筆者が五線譜に直したものを並べ、比較してみよう。

消博士然伝「唐詩五七絶譜」 台湾の詩吟(天績調)の一例

名花傾国両相歓 名花傾国両相歓

称r-:;:~ ， ~臨府:茂子号明示，:::::1="イトぷ斗ぷi担i判長問噂湾羽密封
常得君王帯笑看 .常得君主 帯笑看

手和県:広応牢~g~;牢翠歪捷註号三茸主匹広E三寸j F単単弘拠拠拠::j一二UヰJμ当5三弐三弐畏i畏問主閣註設鑑ι1d4 
' 2任平釈門春 l尽畦1門無J破 l 恨 川Jw解釈春扇厨一一， 無低[由 .，.' 

九1図さ3一伊~，些…州 i叫H弘制叫正却臨耳肌恨叫辺ととA己品叫辿誌ιよU吋叩~ド町ミ

!沈香亭 北惰聞一一}干 沈番 事北 情 聞 干

上記のそれぞれの楽譜について説明する。

僻士然の 1-11号平欄」は、旧・波多野太郎蔵本では第三首の歌詞の左械に工尺梢が書き込んであるた

め、その部分を五線譜に直した。工尺譜の常として、細かいリズムや絶対音向については訳譜者の推

定で、補わねばならぬ部分もあるが、全体としてはおおむね上図のような旋律・で、あったはずである。

台湾の詩吟(中国語では「吟詩J)での漢詩の唱いかたは、文人系、民訴系、劇音楽系、新作曲系

など多種多様である。台湾の数多い詩吟の流派の中でも、文人的風叶各に日むとされる天鮪調は、 1920

年に台北で成立した「天箱吟社jの創立者・林述主 (1887-1957)が創始した時吟のふしまわしであ

るい ll] 林述三は、台湾の詩吟のふしまわしをゼロから作曲したのではなく、既存の文人詩吟も参

考にしたと思われるが、そのあたりの経緯は今後の調査研究の対象である。

上掲の五線譜は、筆者が、台湾の朱賜文氏による「清平調」の吟詠を耳で/1fJき、細かいこぶしを捨

象し、ふしまわしの旋律を五線譜に直したものである。もとづいた動聞は YouTubeで公開されてい

る。下にその動画の画面ショットを掲げる。 [1m]
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中国演劇・ 音楽の域内・域外における発展・伝婦に関する現地問査と文献研究 (2)

j脅平調ー李自作(朱賜文吟唱}イ台湾髄}

ユーザー名・Tekyiau・5年前・再生回数 7，130図

清平調一作者・李白。震惣衣裳花惣容.春風機鑑餓撃j越。若非鮮玉山頭見.曾
向E島.月下逸。一枝秘鎚m;;疑香.雲雨m山妊断腸。

幕末の清楽と、台湾の詩吟の旋律を、比較してみよう。

第一句の「名花傾国両相歓Jの旋律は、1860年の僻士然と、台湾の天箱調とは、よく似ている。「名」

はラ(楽譜上では C)、「花jはド (Eb)と、両者とも閉じ音高である。台湾・天鮪調の消平調は、

詩吟ゆえに細かい装飾音があるが、それらを捨象して「旋律線Jの骨格の形を比べると、偶然の一致

とは思えぬほど似ている。

第二句、第三句の旋律線は、あまり似ていない。

第四句の旋律線を比較すると、最後の f-情闘干Jの部分がやや似ている。特に、最後の「干」の

字の音高は、両者とも「ドJ(E b)である。

一般に、楽曲の流伝において、 最初の歌い出しと、最後の歌い収めの部分は、聴衆の記憶に残りや

すい部分である。天籍調と傍士然の両者の旋律線が、最初と最後の部分で相似性を示す。これが偶然

の一致であるのか、それとも両者が同ーの旋律から別れて別個に伝承した結果であるのか、現時点で

はまだ断定できるほどの材料を入手できていなし、。

ここでは、江戸時代末期の日本で唱われていた偉士然の消平調と、現在の台湾の伝統的な詩吟(発

音は台湾語による)の天領調の清平調の旋律線が、似た部分をもっ、という事実のみを指摘するにと

どめておく 。

紙数の都合上、ここでは楽譜を掲げないが、中国各地に現存する詩吟や歌曲の「情平調」の旋律の

中で、僻士然のj青平調と少しでも似ているのは、台湾の天績調 fi背平調Jだけである。

侍士然の清平調と台湾の清平調の類似性を指摘するのは、おそらく拙論が最初である。大方の叱正

を待つ。

おわりに

以上、日本における唐音唱詩の歴史の流れを見てきた。

最後に、中園芸能の域外への伝播、という視点で、その特徴をまとめなおしてみよう。

一般に、中国の地方劇は、「視覚的要素の普遍性」と「聴覚的要素の地方性」という性格をもっ。

例えば、京劇と昆場IJは、衣装や化粧、俳優の演技の型など、視覚的要素は互いに非常によく似てい

る。日本の歌舞伎と能楽は、衣装も演技も違うため、それぞれ独特の舞台建築を必要とする。しかし

中国の地方劇は、同ーの舞台を使い回しすることができる。

一方、聴覚的要素については、中国演劇は劇種聞の差異がはなはだしい。音楽のふしまわしも、セ

リフや歌の声の高さ も、伴奏楽器の種類も、劇種によ って全く違う。
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舞台写真だけを見てそれがどの地方劇の舞台であるかをあてることは、中国人でも難しい。しか

し、録音を聞けば、音声によって地方劇の種類を判断することができる。

従来、あまり指摘されなかったことだが、「漢詩の読まれかた」にも、視覚と聴覚での多様性の

ギヤツプが認められる。

漢詩の「脅かれかたjという視覚的要素は、普遍的で「斯文J的である。漢字の書体は梢書・行書・

草書さまざまだが、それらは東アジア圏共通のものである。実際、漢詩を白文で書いた書道作品を見

て、筆勢だけからその書家の国籍を見分けることは難しい。また、日本独特の書体、例えば「勘亭流j

で鴎詩を{!rくことも、あまりない。

一方、棋詩の「朗唱のされかたjという音声的要素は、民族性・地方性に富み、 f方言J的である。

日本人は日本語の漢文訓読で漢詩を吟じる。台湾人は「国語」でなく台湾語で漢詩を吟じる。朗読は

「標準語jでするにしても、詩語を吟味しつつ朗詠する場合は、やはり自分の属するエスニツク・グ

ループの「方言」で漢詩を吟詠したほうが、心の琴織に触れるからであろう。

近位日本における唐音唱詩の流行の背景には、漢詩の視覚閣だけでなく、音声面でも中国本土と

mr文」的な一体感を得たいとする潜在的な願望があった。幕末の清博士然伝「唐詩五七絶譜」も、

その一例で、あった。

しかし結局のところ、近世日本の唐音唱詩は、明治の末までに衰滅した。今日では漢詩の吟詠は訓

読に一本化されている。

従来の研究では、その主因として、近代におけるナショナリズムの高揚があげられてきた。たしか

に日1j!j-戦争の勃発後、民間で中国語や中国音楽を「敵性語Jr敵性音楽」と見なす風潮が高まったこ

とが、唐音H自詩衰亡に拍車をかけたことは、否定できない。

ただ筆者は、ナショナリズムの他にも、根源的な原因があったと考える。

もともと 1:1:t国の文芸・芸能は、視覚面では「斯文j的な普遍性を要求するが、聴覚面では「方言j

的な個性を前ユ容する、という傾向があった。近世日本における唐音唱詩と訓読吟詩(詩吟)の牒史の

変過は、大局的に見れば、中国の芸能がもっそのような傾向に合致している。

現代の術語に「グローカル (glocaI)Jという言葉がある。グロ}パJレ(globaI)とローカル(locaI)

を結びつけた造語で、 rThinkglobally， act locally.J (世界規模で考え、地域に根ざして行う)とい

う考え方を意味する。

中国の文芸・芸能の根本的な性格の一つは、この「グローカルJにある、と筆者は考える。儒教的

世界観における「天下Jr四海Jと、今日の「グローバル」とは、;首:味内容は違うものの、人間世界

における普遍的価値観を目指す方向性は同じである。

漢詩も、作詩などの thinkの面では「四海」の「斯文jというグローパル的要素を重んじる。しか

し、吟詠などの actの面では、「方嘗」というローカル的な要素を大いに許容する。

日本における唐音唱詩の流行と衰退の歴史は、中国の文芸がもっそのような性質が、国外への伝播

の際にも変わらずに保持されることを示している。
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[注]

陪南旦文集J巻十二「対勝手前J(r詩集 日本漢詩J第十三巻、汲古掛院、 l昭和六十三年十月)

2. 月刊『中央公論J2∞5年l月号、 p.101

九条兼実の日記『玉策j文治二年(1186)六月二十五日の条

4 明楽やi膏楽の近世に日本における流行については、拙論「中国伝来音楽と社会階層 一一清楽曲「九連環J
を例にしてJ(東アジア地域間交流研究会繍『から船往来一一日本を育てたひと・ふね・まち・ここ

ろ.1.中国書庖.pp.219・242.2009年6月2日干IJ)を参照。

fi. 唐詩選画本』寛政二年(1790)正月出板、東都書林・崇山房、小林新兵衛板。録者蔵。

東京音楽大学付属民族音楽研究所主催 2013年度公開講座NO.4["伊福部昭の残した楽器~明滑楽界を聴

く[其の参]Jパンフレット3買に載せる、稲見恵七氏の解説を参照。

7 中井新六著『月琴楽譜J全四冊、大坂、明治10年(1877)刊

8. 唐詩選唐音J安永六年(1777)干1)。済南李犠龍繍選/崎水劉道音/東都高田被訂。奥付「安永

六丁酉歳仲春/江戸書林嵩山房小林新兵衛梓行」。筆者歳。

「唐詩五七絶譜J(清博士然伝)は、大島克著『観生居月琴諮高延庚申 =1860年、伊勢の津刊。題簸「槻

生居月琴譜」、見返「月琴調譜J)に収録されている。

10 波多野太郎編「月琴音楽史略盤家蔵曲譜提要Ja横浜市立大学紀要J人文科学第7嬬・中国文学第7号，

昭和51年10月5日)より。

11. http://tianlai.myweb.hinet.netl台北の「天綴吟社」のホームページに載せる歴史の説明より (2013年10

月11日閲覧)

12.. http://yolltll.be/f3nRA2P _Mro["滑平調ー李自作(朱賜文吟唱)ー(台湾語)J[公開目 :2∞7/12/07]

(2013・10-11閲覧)。

投稿者の Tekyiau氏(氏は、この他にも台湾の詩吟の動画を多数公開中である)に問い合わせたとこ

ろ、この動画の詩吟は台湾語の伝統的な「天績調」であること、伝承の過程で元の形とは多少違ってい

ること、などのご教示をいただいた。

詩吟の常として、細かい装飾音の部分については詠唱者の個人差が大きいが、ふしまわしの骨格にあ

たる旋律線は、おおむね変わらない。筆者は、天績調による滑平調の詩吟の動画を、朱賜文氏のものも

含めて10木ほど比較検討したが、おおむね一致していた。その中でも朱氏の動画を選んだ理由は、投稿

目が比較的古いこと、音程が聞き取りやすいこと(詩吟にも上手な人と下手な人がいる)などの理由に

よる。

詩吟は、京劇の「散板Jのリズムによる阿国Jと問機、いわゆる「以字行股Jである。詠唱者は、詩

語の一字一字の含蓄を玩味しながら、長さを自由に伸びちじみさせるため、本来は五線締表記になじま

ない。五線譜の楽譜はいわば ri階骨体」の漢字だが、実際の詩吟は「草卦・体」のように迎車111とつながっ

た緩急、自在のリズムで吟じられる。上掲の天綴調の五線譜も、個々の音符の「高さ」は忠実に再現して

あるが、「長さ」は楽譜作成パソコンソフトで楽諦イじするために、使宜上「四分の三拍子Jとした。実際

の詩吟は、四分の三拍子ではない。ちなみに、明治時代に日本の詩吟を西洋式の楽譜に直したものでも、

便宜的に四分の三拍子で表記しているものがある。


